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マメ科の多年草でアカツメクサと
も呼ばれる。シロツメクサに近縁だ
が、花はより大きくて赤紫色、花の
つく茎に１対の葉がつく点が異なる。
ヨーロッパ原産の帰化植物。牧草
として明治初期に持ち込まれたが、
後に野生化し、現在では日本全国で
雑草としてふつうに見られる。
球形の花序は小さな花の集まりで、
一つ一つの花はマメ科独特の形をし
ている。

黒地に鮮やかなクリーム色の斑紋
があるフタオガの仲間。昼に飛ぶた
め、よくチョウと間違えられる。観
察会では、イカリモンガと同様に、
チョウとガの違いを説明するのによ
い素材である。
低山帯に分布の中心があることか
ら、長岡では平野部をのぞく東山、
西山に広く分布する。
幼虫は淡い青白色の美しいもので、
９月ころリョウブの葉を探すと見つ
かる。さなぎで冬を過ごす。

三
島
君
碑
は
、
悠
久
山
公
園
の

泉
翠
池
の
東
側
に
あ
る
桜
山
の
尾

根
に
建
っ
て
い
ま
す
。
桜
山
は
、

悠
久
山
公
園
が
造
成
さ
れ
た
大
正

時
代
以
前
、
桑
畑
で
、
今
の
よ
う

な
松
林
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
建
立
当
時
は
、
石
碑

の
前
に
立
つ
と
、
眼
前
に
悠
久
山

公
園
全
体
が
広
が
り
、
市
街
地
を

一
望
で
き
ま
し
た
。

石
碑
は
、
昭
和
二
年
（
一
九
二

七
）
に
、
一
万
千
五
百
余
人
が
お

金
を
出
し
、
建
立
さ
れ
た
も
の
で

す
。三

島
君
と
は
三
島
億
二
郎
の
こ

と
で
、
三
島
は
北
越
戊
辰
戦
争
に

敗
れ
、
焦
土
と
な
っ
た
長
岡
の
ま

ち
を
復
興
さ
せ
る
た
め
、
先
頭
に

立
ち
高
い
見
識
で
導
き
ま
し
た
。

碑
に
は
「
長
岡
ノ
今
日
ア
ル
實a

b

ニ
翁c

d

ノ
力
ニ
シ
テ
翁
ハ
眞e

f

ニ
長
岡

��



興�
d

ノ
恩
人
ト
謂


フ
ベ
シ
」
と
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。「
�
興
」
に
は
、

前
よ
り
も
よ
く
す
る
と
い
う
意
味

が
あ
り
ま
す
。

三
島
は
日
ご
ろ
か
ら
人
び
と
に

「
学
芸
に
勉
め
、
勤
労
に
励
み
、

小
さ
な
資
本
を
互
い
に
合
わ
せ
、

新
ら
し
い
産
業
を
興
す
こ
と
に
生

か
そ
う
」
と
説
い
た
と
い
い
、
そ

の
業
績
や
人
と
な
り
を
知
る
こ
と

は
、
近
代
長
岡
の
歴
史
や
長
岡
の

ま
ち
づ
く
り
の
原
点
を
知
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

八
月
四
日
の
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
長
岡
歴
史
会
談
」
は
、
こ
の

三
島
億
二
郎
を
テ
ー
マ
に
し
て
開

催
さ
れ
ま
す
（
関
連
記
事
十
二
〜

十
四
ペ
ー
ジ
）。

▲三島君碑（悠久山公園）
碑の高さは約４ｍ。碑石は仙台から運ば

れたもので、篆額は牧野忠篤、撰文は橋本
圭三郎、揮毫は小山吉郎です。
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今月は、子どもたちが楽しみながら地球の環境のことを学べる「こど

もエコクラブ」を紹介します。

jklmnoPpqrstuTv

「こどもエコクラブ」は小・中学生ならだれでも
参加できるクラブです。
生き物調査、まちのエコチェック、リサイクル活

動など、環境に関することで「知りたい」と思った
ことならなんでも「こどもエコクラブ」の活動にな
ります。
楽しみながら環境について考えて

もらおうと、平成７年から始まった
このクラブには、昨年度、全国で
75,000人の小・中学生が登録・活動
しました。

lwxsyz{|TuhYWv

「こどもエコクラブ」の登録は簡
単です。子ども会、学校のクラスや
クラブ、兄弟姉妹など数人の仲間と、
活動を支えてくれる１人以上の大人
がいれば、いつでも「こどもエコク
ラブ」として登録し、活動を始める
ことができます。会費は無料です。
会員になると、活動に役立つヒントがいっぱいの会員手帳とバッジが

もらえるほか、全国の仲間の活動を紹介するニュースレターが届きます。
登録手続きや活動の進め方については、市のコーディネーターが相談

に応じます。お気軽にお問い合わせください。

}~�����������E�����

▲長岡市には、現在、家族や学校のクラ
ス、企業などで結成された４つの「こど
もエコクラブ」が活動しています。「イオ
ンながおかこどもエコクラブ」は、自然
探険会をとおして地球や環境との関わり
を学んでいます（４月29日・雪国植物園）

▲イメージキャラク
ター「エコまる」
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に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
慎

重
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
、
ま
ず
、
提
出
さ
れ

た
変
更
協
議
書
と
土
地
利
用
計
画

説
明
書
を
公
表
し
、
広
く
市
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
お
聴
き

し
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
し
た
ご
意
見
を
集

約
す
る
た
め
、
市
民
代
表
、
学
識

経
験
者
、
地
元
経
済
界
、
福
祉
関

係
者
な
ど
か
ら
な
る
「
千
秋
が
原

南
側
導
入
施
設
検
討
委
員
会
」
を

設
置
し
、「
市
民
に
と
っ
て
千
秋
が

原
に
必
要
な
も
の
、
望
ま
し
い
も

の
は
何
か
」
と
い
う
視
点
か
ら
検

討
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

な
お
、
こ
う
し
た
検
討
の
経
過

に
つ
い
て
は
、
節
目
ご
と
に
市
民

の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い

き
ま
す
。

千
秋
が
原
の
利
用
に
つ
い
て

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

協
議
書
と
変
更
計
画
の
詳
し
い

内
容
は
、
市
役
所
一
階
の
市
民
情

報
ラ
ウ
ン
ジ
と
な
が
お
か
市
民
セ

ン
タ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

千秋が原南側部分の土地利用計画（変更後）

� � ����� � � 	

ゾーン名称・施設内容 ゾーン名称・施設内容


abcdef��


総合病院・医療関係機関
���������f��


長岡赤十字病院（既設）

看護専門学校（既設）

調剤薬局（既設）

病院職員駐車場

医療福祉施設等

長岡健康管理センター（既
設）

有料老人ホーム

福祉の自動車練習パーク

市への提供土地


�����f��


ライフケア施設等


�c�def��


スポーツクラブ

プール

屋内スポーツ施設等


���� !e"#$%&


バス営業所、管理ビル


'�(�f��


研修・研究・業務施設

○区画整理事業地 ③区画整理事業地

○公園 ④公園

○道路等 ○道路等

) * ) *

面積（㎡） 面積（㎡）

+,-.// 011-2//

2/-2//

,2-2//

,3-.//

./-4//

50,700 50,700

11,000 11,000

33,582 36,982

358,782 358,782

56789f��


ショッピングセンター

パーク・アンド・バスライ
ド基地

アミューズメント施設

市民交流施設

バス営業所、管理ビル（既
設）

02.-4//

現在の土地利用計画と変更内容の比較

:

千
秋
が
原
の
土
地
利
用
に
つ
い

て
は
、
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七

七
）
に
長
岡
市
と
土
地
所
有
者
と

の
間
で
覚
書
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
、
土
地
利
用
は
、

「
長
岡
市
発
展
の
見
地
か
ら
、
ま

た
、
市
民
全
体
の
利
益
を
優
先
し

て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ

と
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
千
秋
が
原
の
北
側
半
分

は
市
が
利
用
し
、
南
側
半
分
は
土

地
所
有
者
が
「
公
益
性
の
強
い
も

の
を
主
体
に
計
画
」
す
る
も
の
と

さ
れ
、
南
側
半
分
の
土
地
利
用
計

画
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前

に
市
に
協
議
の
う
え
同
意
を
得
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
事
前
協
議
の
申
し
出
は
、

こ
の
覚
書
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

土
地
利
用
計
画
の

変
更
内
容
に
つ
い
て

協
議
書
に
よ
れ
ば
、
社
会
経
済

環
境
の
変
化
や
周
辺
地
域
の
整
備

状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
南
側
部
分

に
求
め
ら
れ
る
役
割
や
機
能
を
再

検
討
し
た
結
果
、
土
地
利
用
の
ゾ

ー
ニ
ン
グ
（
区
分
け
）
と
施
設
内

容
を
総
合
的
に
見
直
す
必
要
が
生

じ
た
と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
変
更
計
画
と
し
て
は
、

南
側
部
分
を
「
医
療
福
祉
健
康
教

育
ゾ
ー
ン
」
と
「
高
次
交
流
ゾ
ー

ン
」
の
二
つ
に
大
き
く
分
け
て
い

ま
す
。（
次
ペ
ー
ジ
の
図
と
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。）

医
療
福
祉
健
康
教
育
ゾ
ー
ン
は
、

既
存
の
長
岡
赤
十
字
病
院
な
ど
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
医
療
・
福
祉
関

連
の
施
設
を
中
心
に
配
置
し
、
隣

接
す
る
信
濃
川
堤
防
の
自
然
環
境

を
生
か
し
た
う
る
お
い
の
あ
る
空

間
を
め
ざ
す
と
し
て
い
ま
す
。

高
次
交
流
ゾ
ー
ン
は
、
ハ
イ
ブ

長
岡
や
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
な
ど
の

文
化
・
交
流
施
設
が
あ
る
北
側
地

区
の
賑
わ
い
と
の
つ
な
が
り
や
、

都
市
計
画
道
路
・
古
正
寺
町
槇
下

線
沿
い
の
商
業
・
業
務
機
能
と
の

連
携
を
考
慮
し
て
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
施
設
、
市
民
交
流
施
設
な
ど
を

配
置
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
開
発
に
伴
う
事
業
者
負

担
と
し
て
公
園
造
成
や
道
路
拡
幅

を
行
う
ほ
か
、
市
へ
の
公
共
用
地

（
一
�
）
の
提
供
、
信
濃
川
沿
い

の
桜
堤
用
地
の
提
供
、
歩
道
の
拡

幅
整
備
な
ど
に
よ
っ
て
、
南
側
全

体
の
公
益
性
を
よ
り
高
め
る
こ
と

に
貢
献
し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
市
の
対
応
に
つ
い
て

市
で
は
、
こ
の
申
し
出
を
受
け

て
、
変
更
の
内
容
が
覚
書
の
趣
旨

;
<
=
>
?
@
A
B

C
D
E
F
G
H
I
J
K
L
M
N
=
O
P
Q
R
S
T
U

長
岡
市
は
、
六
月
十
九
日
に
、
千
秋
が
原
南
側
部
分
の
土
地
所
有
者
（
室
町
産
業
㈱
、
長

鐵
工
業
㈱
）
か
ら
土
地
利
用
計
画
の
変
更
に
関
す
る
事
前
協
議
の
申
し
出
を
受
け
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
の
変
更
内
容
に
つ
い
て
、
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
き
す
る

と
と
も
に
、
市
議
会
で
の
議
論
や
専
門
の
検
討
委
員
会
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
検
討
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

長岡大橋

ハイブ長岡

長岡赤十字病院

大手大橋

▲周辺に文化施設、店舗、サービス施設などが立ち並んでいる千秋が原南側部分
（青線の内側）

（平成13年８月撮影）（平成13年８月撮影）

長岡大橋

ハイブ長岡

長岡赤十字病院

大手大橋
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1.市民の芸術文
化活動の支援
2.個性豊かな地
域文化の創造

●各種公演（計34公演）とリ
リックホール開館５周年記
念事業の実施
●リリックホールと市立劇
場の管理運営

8,500
万円

,
!"#�-
./012

1.市民を対象と
した国際交流に
よる友好親善
2.国際文化都市
の創造

●姉妹都市フォートワース
市等への派遣と受け入れ
●在住外国人を支援する日
本語講座などの開催

0

3
!"#�4
�56

市有施設の管理
運営受託

市営スキー場、市営駐車
場・自転車駐車場、エコト
ピア寿などの管理運営

0

7
"#89:
; < = <
>?<12

コンベンション
および観光の支
援による地域経
済の活性化

●コンベンションの誘致活
動や開催支援
●長岡まつり等の観光イベ
ントの運営支援
●観光情報の広報・宣伝

1,500
万円

@

!"#�A
B C D E
FGHIJ
<KG

中小企業の勤労
者への総合的な
福祉事業の提供

●各種イベントの企画実施
とレクリエーション施設の
利用費用の助成
●慶弔

LMN

金の給付
●健康診断等の助成

0

O
!"#�P
Q12

1.体力向上と健
康で明るい市民
生活の実現
2.各種スポーツ
団体の育成

●競技力向上のための特別
重点種目の選手強化事業
●市民スポーツの普及のた
めのスポーツ教室
●市有体育施設の管理運営

6,200
万円

R

62DE�
� "#�
62DE1
S2

住民主体による
地域福祉の推進

●在宅福祉サービスの実施
●市民のボランティア活動
の促進とともしび運動の展
開
●在宅福祉を支えるための
各種サービスの実施

2,300
万円

T
!"#�U
VW*+

社会に役立つ人
材の育成

●大学生に対する奨学金の
貸付（77人）
●海外高校留学奨学生の派
遣
●米百俵賞の贈呈や英語版
「米百俵」の頒布

0

X
!"#Y�
/02Z

展示会、シンポ
ジウム等の開
催、誘致等によ
る経済、文化の
交流促進

●イベント・コンベンショ
ン等の誘致（291件の催事を
開催）
●産業交流会館（ハイブ長
岡）の管理

0

[\
!]^_`
ghijI
klmn

1.地域産業の先
端技術産業への
誘導
2.研究開発機能
の充実による地
域産業の振興

●企業の研究開発等の支援
●特許情報の活用の促進
●技術開発力の向上などを
目指す研究会や各種セミ
ナーの開催

1,500
万円

� o � p

１ 支出の管理費等は、財団等の事務局運営等にかかる経費です。
２ 長岡市社会福祉協議会は、経常経費の収支を計上しています。
３ 収支以外の市の人件費負担額は、市が派遣している職員数に１人当たりの平均年間人件費を乗じて算出したものです。
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点
検
の
対
象
は
、
長
岡
市
が
主

体
と
な
っ
て
設
立
し
た
十
の
財
団

法
人
等
で
す
（
左
ペ
ー
ジ
表
１
）。

こ
れ
ら
の
団
体
は
い
ず
れ
も
、
市

の
効
率
的
な
行
政
運
営
と
増
大
す

る
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
的
確
な
対
応

を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の

で
す
。

市
は
こ
れ
ら
の
団
体
に
対
し
て

委
託
料
を
支
払
い
、
施
設
管
理
な

ど
の
業
務
を
委
託
し
て
い
る
ほ
か
、

運
営
費
の
一
部
を
補
助
し
た
り
、

職
員
を
派
遣
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
財
団
設
立
の
目
的

や
市
の
経
費
負
担
を
考
え
れ
ば
、

財
団
法
人
と
し
て
は
、
企
業
経
営

の
視
点
に
立
っ
た
、
民
間
と
同
等

の
効
率
性
を
追
求
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

十
の
改
善
項
目
を
指
摘

委
員
会
で
は
、
各
団
体
の
設
立

目
的
や
事
業
内
容
、
収
支
の
状
況
、

財
産
内
容
と
い
っ
た
多
様
な
視
点

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
評
価
を

行
い
、
健
全
で
効
率
的
な
運
営
を

す
る
た
め
の
改
善
策
な
ど
に
つ
い

て
検
討
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
運
営
状
況
を
改
善

す
る
た
め
に
必
要
な
検
討
事
項
と

し
て
、
設
立
目
的
と
事
業
内
容
の

再
評
価
や
運
営
の
見
直
し
に
関
す

る
も
の
な
ど
十
項
目
を
挙
げ
、
検

討
が
必
要
な
団
体
を
指
定
し
ま
し

た
（
下
欄
表
２
）。

市
町
村
合
併
を
視
野
に

改
善
を
進
め
ま
す

委
員
会
は
、
ど
の
団
体
に
も
健

全
で
効
率
的
な
運
営
に
向
け
た
改

善
を
求
め
、
ま
た
、
職
員
採
用
の

見
直
し
や
将
来
的
な
運
営
の
方
向

性
と
い
っ
た
、
市
町
村
合
併
を
視

野
に
入
れ
た
検
討
も
行
う
必
要
が

あ
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
市
は
、
こ
う
し
た
点
検

結
果
に
基
づ
き
、
財
団
法
人
等
と

具
体
的
な
方
策
の
検
討
を
行
い
、

よ
り
効
率
的
な
運
営
に
向
け
て
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
行
政
管
理

課
�
39
・
２
２
０
８
へ
ど
う
ぞ
。

表２ 外郭団体等経営改善委員会による財団法人等への指摘事項とその検討対象団体（対象団体は表１左欄の番号で表示）

� � � 
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�公共施設の管理を受託している団体が市の条例に基づき、利用料金を設定し、団体の収入として受領する制度。

設立目的および
事業内容の再評価

当初の設立目的が現在も妥当であるか、事業内容が設立目的の実現に向け最適である
かを改めて評価する必要がある。 すべての団体

理事長等の見直し 財団等の自主性・独立性を確保するため、市長が理事長等を兼ねることは避けること
が適当である。 ①②⑧⑨の４団体

役員構成の見直し 財団等の自主性・独立性を確保するため、市職員等のあて職による理事等の役員は全
体の３分の１以下にとどめることが適当である。 ③⑤の２団体

基 本 財 産 等 の
適切な運用管理

元本の安全確保を最優先に、長岡市が行うペイオフ対策を参考にして適切な対策を講
じる必要がある。

①②③⑤⑥⑦⑧⑨
��の９団体

自主財源の拡充 財団等の企業努力が発揮される体制にするため、事業収入の拡充や利用料金制�の導
入などで自主財源の拡充に努める必要がある。 すべての団体

人 件 費 の 抑 制 多様な雇用形態の採用などにより、義務的経費を抑制する必要がある。また、市町村
合併を視野に入れ、当面、正規職員の採用は原則として控えることが適当である。 すべての団体

適正な消費税負担 消費税を節減するための方策を検討する必要がある。 ①③⑥⑨の４団体
振込手数料の節減 振込手数料を節減するため、出納のあり方を検討する必要がある。 すべての団体

事務局経費の削減 企業公社は事務局経費（管理費等）が支出全体の約32％を占め、非効率な経営となって
いるため、事務局経費を縮減し、効率性を向上させる必要がある。 ③の団体のみ

市町村合併後の
運 営 方 針

市町村合併研究会の検討を踏まえ、合併後の運営方針等について検討する必要があ
る。とくに企業公社は将来の方向性を根本的に再検討する必要がある。

①②③④⑤⑥⑦の
７団体

長
岡
市
は
、
外
郭
団
体
の
健
全
で
効
率
的
な
運
営
を
進
め
る
た
め
、
公
認
会
計

士
な
ど
で
構
成
す
る
長
岡
市
外
郭
団
体
等
経
営
改
善
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
十
三
年
度
に
実
施
し
た
財
団
法
人
等
の
運
営
状
況
の
点
検
結
果
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

財
団
法
人
等
の
運
営
状
況
を
点
検

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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「
費
用
を
か
け
た
く
な
い
と
い
う

の
が
本
音
。
在
宅
介
護
を
ど
う
行

っ
て
い
く
か
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
」「
介
護
保
険
を
知
ら
ず
に
利

用
し
な
い
人
や
一
割
の
負
担
に
も

耐
え
ら
れ
な
い
人
も
い
る
。
啓
発

活
動
が
も
っ
と
あ
っ
た
ら
よ
い
」「
こ

の
ま
ま
で
は
財
政
が
パ
ン
ク
し
て

し
ま
う
こ
と
が
わ
か
り
、
危
機
感

を
覚
え
た
」
な
ど
の
意
見
が
委
員

か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進

会
議
で
は
、
介
護
保
険
に
つ
い
て

は
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
の
見
込

み
量
を
推
定
し
た
う
え
で
、
平
成

十
五
年
度
以
降
の
介
護
保
険
料
の

案
を
示
し
ま
す
。
高
齢
者
保
健
福

祉
施
策
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
検
討
し
、
サ
ー
ビ

ス
の
目
標
量
を
示
し
ま
す
。

市
民
参
加
で

計
画
を
つ
く
り
ま
す

市
で
は
、
高
齢
者
保
健
福
祉
推

進
会
議
で
の
検
討
を
重
ね
て
い
く

だ
け
で
な
く
、
地
域
懇
談
会
を
実

施
し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意

見
を
お
聴
き
し
ま
す
。

新
し
い
「
長
岡
市
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」

の
策
定
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
福
祉
総
務
課
�
39
・
２
２

１
７
へ
ど
う
ぞ
。

長
岡
市
は
今
年
度
か
ら
「
ｅ
�ネ

ッ
ト
シ
テ
ィ
な
が
お
か
推
進
事
業
」

を
進
め
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
事
業
と
し
て
は
、
市

役
所
、
小
中
学
校
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
公
共
施
設
の
一

部
の
ほ
か
、
モ
デ
ル
地
区
の
家
庭

へ
超
高
速
ア
ク
セ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
行
政
情
報
拠
点
セ
ン
タ
ー
と

家
庭
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
常
時
接

続
し
、
百
メ
ガ
ビ
ッ
ト
の
双
方
向

通
信
が
可
能
）
を
整
備
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

モ
デ
ル
地
区
で
効
果
を
検
証

家
庭
が
超
高
速
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
接
続
さ
れ
た
ら
ど
う
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。
ど
ん
な
こ
と
に
利

用
で
き
る
の
か
、
実
際
に
試
し
て

み
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
こ
の
た
び
青
葉
台
地
区

を
モ
デ
ル
と
し
て
、
超
高
速
ア
ク

セ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
、

効
果
や
可
能
性
な
ど
を
確
か
め
ま

す
。

３
０
０
世
帯
を
募
集

実
証
実
験
で
は
八
月
か
ら
モ
ニ

タ
ー
と
し
て
、
青
葉
台
二
〜
五
丁

目
（
約
九
百
世
帯
）
を
対
象
に
約

三
百
世
帯
を
募
集
し
ま
す
。
実
験

期
間
は
平
成
十
五
年
二
月
か
ら
十

七
年
三
月
ま
で
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
回
答
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

官
民
共
同
で
実
証
実
験

実
証
実
験
は
、
東
北
電
力
グ
ル

ー
プ
の
通
信
事
業
者
で
あ
る
東
北

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
通
信
株
式
会

社
、
ケ
ー
ブ
ル
回
線
で
市
内
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

し
て
い
る
株
式
会
社
エ
ヌ
・
シ
ィ

・
テ
ィ
と
長
岡
市
の
三
者
が
共
同

で
取
り
組
み
ま
す
。

六
月
二
十
八
日
に
は
三
者
で
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
方
法
や
検
証

項
目
な
ど
を
内
容
と
し
た
覚
書
を

交
わ
し
ま
し
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ン
ツ（
情
報
の
内
容
）と

し
て
は
、
市
民
大
学
や
健
康
講
座

の
ビ
デ
オ
映
像
配
信
、
市
政
ニ
ュ

ー
ス
の
動
画
配
信
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

長
岡
市
と
民
間
通
信
事
業
者
２
者
が
共
同
で
実
施

�
�
�
�
�
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長岡市高齢者保健福祉推進会議委員
���������  !"# $%!"#

石川 忍 長岡市医師会理事
片桐 憲治 長岡市身体障害者団体連合会事務局員

黒川精三郎 関東地区デパート健康保険組合新潟
支部常務理事

鯉江 康正 長岡大学産業経営学部助教授
小坂井 巖 長岡歯科医師会公衆衛生委員長
小山 剛 特別養護老人ホームこぶし園長
近藤 和義 特別養護老人ホーム槇山けやき苑長

◎ 齋藤 純 長岡市社会福祉協議会長
櫻井 信子 長岡市老人クラブ連合会理事

佐々木俊夫 日本労働組合総連合会・新潟県連合
中越地域協議会議長

外山 昭義 悠遊健康村病院事務長

沼 フミ 男女がともに生きる社会を進める
Ｆ＆Ｍながおか市民会議会員

樋口 栄治 長岡商工会議所専務理事
平澤 勝子 長岡市民生委員・児童委員

○ 松田 宣治 ㈱ホクギン経済研究所特別顧問
源川 久惠 ボランティアコーディネーター
安田 義子 公募委員

▲モニター募集に関心があるとい
う青葉台地区にお住いの丸山忍さ
ん（左）、本田雅浩さん（中央）、
鈴木広美さん（右）からお話をう
かがいました（６月18日・青葉台
コミュニティセンター）
「インターネットでいつでもビ
デオ映像が視聴できる『ビデオ・
オン・デマンド』はみんな興味を
もつのではないか」「使ってみない
とわからないが、魅力はある」「こ
の地区でどこまで盛り上げていけ
るかが大切」「生活が変わる可能性
があるのではないか」といった意
見が出されました。
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長
岡
市
は
財
政
資
金
を
将
来
に

わ
た
り
効
率
的
に
使
用
し
、
同
じ

支
出
で
よ
り
質
の
高
い
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
行
う
た
め
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
手
法
で
「
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
し

な
の
（
仮
称
）」
を
建
設
し
ま
す
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
（.
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手
法
と
は
、
公
共
事

業
に
民
間
の
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

広
く
活
用
す
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト

を
削
減
し
、
よ
り
利
用
し
や
す
い

施
設
を
つ
く
る
も
の
で
す
。

建
設
予
定
地
は
大
手
大
橋
東
詰

の
市
有
地
約
三
千
六
百
平
方
メ
ー

ト
ル
（
位
置
図
参
照
）
で
す
。
福

祉
施
設
の
整
備
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
で

行
う
こ
と
は
県
内
初
と
な
り
ま
す
。

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
と

付
帯
施
設
を
つ
く
り
ま
す

「
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
し
な
の
（
仮

称
）」
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
で
つ
く
る

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
と
高
齢
者
の
快

適
な
空
間
を
形
成
す
る
付
帯
施
設

で
構
成
し
ま
す
。

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
の
部
分
は
、

市
が
事
業
者
に
土
地
を
二
十
年
間

無
償
貸
与
し
、
そ
の
後
、
施
設
を

市
に
無
償
譲
渡
し
て
も
ら
い
ま
す
。

施
設
の
内
容
は
、
高
齢
者
セ
ン
タ

ー
み
や
う
ち
と
同
じ
程
度
と
し
、

建
設
費
は
市
が
事
業
者
に
十
五
年

か
け
て
分
割
払
い
し
ま
す
。

約
６
、２
０
０
万
円
を
節
減

建
設
費
は
従
来
の
手
法
で
行
う

と
総
額
約
十
億
円
か
か
り
ま
す
が
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を
用
い
る
こ
と
で
、

試
算
で
は
約
六
千
二
百
万
円
の
削

減
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

今
後
は
、
九
月
か
ら
事
業
者
の

募
集
を
行
い
、
平
成
十
六
年
度
の

オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
し
な
の
（
仮

称
）」
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
福
祉
総
務
課
�
39
・
２
２
１

７
へ
ど
う
ぞ
。

長
岡
市
は
、
介
護
保
険
を
は
じ

め
と
し
た
高
齢
者
保
健
福
祉
施
策

を
「
長
岡
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
基

づ
い
て
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は
平
成
十
二
年
三
月

に
策
定
し
た
も
の
で
、
三
年
ご
と

の
見
直
し
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
市
で
は
今
年
度
、

①
在
宅
重
視
②
介
護
予
防
お
よ
び

疾
病
予
防
の
推
進
③
地
域
で
高
齢

者
を
支
え
る
体
制
の
構
築
、
の
三

つ
を
重
点
課
題
と
し
て
見
直
し
を

行
い
、
新
し
い
計
画
（
平
成
十
五

年
度
〜
十
九
年
度
）
を
策
定
し
ま

す
。ま

た
、
計
画
は
長
岡
市
の
介
護

保
険
料
に
も
反
映
さ
れ
ま
す
。

初
会
合
を
開
き
ま
し
た

市
は
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

医
療
・
保
健
関
係
者
や
福
祉
関
係

者
、
市
民
か
ら
の
公
募
者
ら
十
七

人
（
七
ペ
ー
ジ
の
表
参
照
）
か
ら

な
る
「
長
岡
市
高
齢
者
保
健
福
祉

推
進
会
議
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

五
月
二
十
九
日
に
開
か
れ
た
初

回
の
会
議
で
は
、「
一
人
に
介
護
の

負
担
が
集
中
し
て
い
る
と
い
う
状

態
を
解
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

「
介
護
を
受
け
る
人
と
す
る
人
の

希
望
が
合
わ
な
い
場
合
が
あ
る
」

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を
導
入
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高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
を
見
直
し
ま
す



I
J
T
U
V
W
X
Y
Z
[
�
S
\

▲「高齢者センターしなの（仮称）」の位置図

▲建設予定地（信濃２）

▲長岡市高齢者保健福祉推進会議で（５月
29日）
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長
岡
市
が
誇
る
長
岡
ま
つ
り
の

花
火
が
、
ネ
ク
タ
イ
に
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
ま
し
た
！

こ
の
ネ
ク
タ
イ
は
、
長
岡
ら
し

い
お
み
や
げ
品
を
つ
く
ろ
う
と
昨

年
開
催
さ
れ
た
、
長
岡
お
み
や
げ

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の

一
般
部
門
で
、
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
斉
藤
尚
子
さ
ん
（
水
道
町
五
）

の
作
品
「
ネ
ク
タ
イ
花
火
柄
」
を

製
品
化
し
た
も
の
で
す
。
長
岡
観

光
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
が
製

作
し
、
六
月
二
十
日
か
ら
販
売
を

始
め
ま
し
た
。

長
岡
の
新
し
い
お
み
や
げ
と
し

て
、
ま
た
、
ご
自
身
で
身
に
つ
け

て
長
岡
の
Ｐ
Ｒ
に
お
使
い
く
だ
さ

い
。

長
岡
市
は
、
平
成
十
二
年
施
行

の
長
岡
市
交
通
安
全
条
例
に
基
づ

き
、
市
、
市
民
、
事
業
者
等
が
一

体
と
な
っ
た
交
通
安
全
運
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
市
民
ぐ
る
み
の
交
通
安
全

運
動
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
五

月
二
十
八
日
、
市
内
の
三
十
一
地

区
で
活
動
す
る
地
域
の
支
部
と
交

通
安
全
関
係
団
体
（
民
間
団
体
や

交
通
業
界
の
八
団
体
）
か
ら
な
る
、

「
長
岡
市
交
通
安
全
協
議
会
」
が

発
足
し
ま
し
た
。

地
区
と
地
区
と
の
連
携
で

交
通
安
全
運
動
を
よ
り
活
発
に

現
在
市
内
で
は
、
交
通
安
全
指

導
や
講
習
会
な
ど
、
住
民
や
学
校

が
主
体
と
な
っ
た
交
通
安
全
運
動

が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

交
通
安
全
協
議
会
は
、
こ
う
し

た
地
区
同
士
の
連
携
を
図
り
、
各

地
区
の
取
り
組
み
を
よ
り
活
発
に

し
て
、
市
民
ぐ
る
み
の
交
通
安
全

運
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

協
議
会
で
は
、
新
た
に
各
支
部

の
活
動
の
情
報
交
換
や
研
修
会
な

ど
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
成
果
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
て
、
地
区
の
学
校
や
保
育

園
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
と
も
新
た

に
連
携
し
な
が
ら
、
よ
り
地
域
に

密
着
し
た
交
通
安
全
活
動
を
進
め

ま
す
。

交
通
安
全
は
一
人
ひ
と
り
の

意
識
か
ら

交
通
安
全
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
そ
の
意
識
を
持
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。

協
議
会
で
は
今
後
、
一
人
で
も

多
く
の
市
民
に
交
通
安
全
に
取
り

組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
交
通
安

全
関
係
団
体
や
警
察
と
協
力
し
な

が
ら
、
各
地
区
で
積
極
的
に
活
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
ぐ
る
み
の
交
通
安
全
運
動
を
推
進
す
る

�
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�
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▲長岡市交通安全協議会設立総会（5月28日）

７月22日�～31日�は
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スローガン

夏の道 心はクールに 安全運転

"夜空をイメージする青色の地に赤、黄色、水色の
三色で花火をあしらった、きれいなデザインです。

#$%&�'()*+,-./012
①長岡観光・コンベンション協会
（大手通２・ながおか市民センター１階）
②サクメモスリン（大手通２の３の５）
③大和長岡店（大手通２の３の１）
④県立歴史博物館内「ミュージアムショップ
縄文」（関原町１）
価 格 １本 2,800円（税込み）
問い合わせ 長岡観光・コンベンション協会

�32・1187
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六
月
十
五
日
、
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
で
「
米
百
俵
デ
ー
市
民
の
集
い
」

が
開
催
さ
れ
、
第
六
回
の
米
百
俵

賞
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
米
百
俵
賞
は
、
西
ア
フ

リ
カ
の
マ
リ
共
和
国
で
、
保
健
衛

生
の
知
識
を
普
及
す
る
た
め
に
識

字
教
室
を
開
い
た
り
、
女
性
に
裁

縫
技
術
を
教
え
た
り
す
る
な
ど
、

農
村
の
自
立
を
支
援
す
る
活
動
を

続
け
て
い
る
村
上
一
枝
さ
ん
（
東

京
都
在
住
）
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
不
登
校
な
ど
の
児
童
・

生
徒
に
自
立
の
た
め
の
指
導
を
無

償
で
行
っ
て
い
る
相
馬
英
夫
さ
ん

（
新
潟
市
在
住
）
が
特
別
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

二
人
の
受
賞
に
つ
い
て
、
選
考

委
員
長
の
評
論
家
・
草
柳
大
蔵
さ

ん
の
選
評
で
は
、
二
人
の
活
動
は

「
人
づ
く
り
」
の
原
点
に
し
っ
か

り
と
立
っ
た
も
の
で
、「
米
百
俵
の

精
神
」
に
見
事
に
合
致
す
る
も
の

と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
後
、
村
上
さ
ん
は
「
賞
を

頂
い
て
何
よ
り
も
う
れ
し
い
こ
と

は
、
会
場
の
方
や
長
岡
市
の
方
な

ど
多
く
の
み
な
さ
ん
に
、
西
ア
フ

リ
カ
の
マ
リ
共
和
国
と
い
う
国
や

そ
こ
に
住
ん
で
い
る
方
の
生
活
ぶ

り
、
そ
し
て
な
ぜ
私
が
こ
う
い
う

活
動
を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
で

す
。『
米
百
俵
賞
の
賞
金
は
、
あ
な

た
方
が
よ
り
自
立
し
た
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
役
立
て
ま
す
』
と
早

速
、
フ
ァ
ク
ス
で
マ
リ
の
人
た
ち

に
伝
え
ま
し
た
」
と
喜
び
を
語
り

ま
し
た
。

第
６
回
米
百
俵
賞
は
村
上
一
枝
さ
ん
が
受
賞

4
5
6
7
8
�
9
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▲米百俵賞贈呈式で森市長から表彰される村上一枝
さん
村上さんは、西アフリカの民族衣装を身に付け贈
呈式に臨みました（６月15日・リリックホール）

?@ABC
D?@A EFGHIJKLMNO2

米百俵の精神を生ん
だ小林虎三郎の生涯を
読み物風にまとめた米
百俵読本「米百俵 小
林虎三郎物語」を発刊
しました。
この読本は、長岡の

子どもたちに米百俵の
ことをよく知ってもらいたいと作成した
もので、市内の小学校６年生に配付する
ことにしています。なお、希望する人に
は１冊３００円でお分けするほか、市役所
１階市民情報ラウンジ、ながおか市民セ
ンター、各市立図書館、各公民館、各児
童館などで閲覧できます。
問い合わせ P長岡市米百俵財団事務局

（市役所２階庶務課内）�39・2203
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長
岡
地
域
市
町
村
合
併
研
究

会
の
第
三
回
首
長
会
議
で
の
合

意
を
受
け
て
行
政
分
野
別
に
設

置
し
た
、「
分
科
会
」
で
の
検
討

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
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分
科
会
は
、
構
成
八
市
町
村

（
長
岡
市
・
見
附
市
・
栃
尾
市

・
中
之
島
町
・
越
路
町
・
山
古

志
村
・
小
国
町
・
三
島
町
）
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
や
住
民

負
担
を
比
較
し
な
が
ら
、
各
分

野
で
よ
り
専
門
的
な
検
討
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

行
政
分
野
ご
と
に
、「
福
祉
・

保
健
・
医
療
」「
環
境
・
ご
み
・

し
尿
」「
学
校
教
育
」
な
ど
の
三

十
二
の
分
科
会
を
設
置
し
、
五

月
末
か
ら
順
次
活
動
を
始
め
て

い
ま
す
。

現
在
、
各
分
科
会
で
は
、
合

併
す
る
場
合
に
調
整
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
の
整
理
や
そ

の
解
決
策
の
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
そ
の
成
果
を

も
と
に
行
政
制
度
の
調
整
素
案

の
作
成
や
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
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市
で
は
、
長
岡
地
域
の
市
町

村
合
併
に
つ
い
て
み
な
さ
ん
か

ら
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ

う
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

ま
し
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、

研
究
会
や
合
併
手
続
き
の
こ
と
、

歴
史
・
文
化
・
産
業
と
い
っ
た

八
市
町
村
の
特
徴
が
わ
か
る
デ

ー
タ
集
や
マ
ッ
プ
な
ど
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
市
役
所
、
な
が

お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
、
地
区
公

民
館
等
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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長
岡
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、

市
町
村
合
併
の
ペ
ー
ジ
を
新
設

し
ま
し
た
。
合
併
Ｑ
＆
Ａ
や
資

料
集
を
掲
載
し
、
他
の
七
市
町

村
の
ペ
ー
ジ
へ
も
リ
ン
ク
し
て

い
ま
す
。

今
後
も
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
を
通
し
て
、
合
併
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
み
な
さ

ん
に
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
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民
票
の
異
動
手
続
き
が
転
入
地
の
市
町
村

窓
口
へ
一
回
行
く
だ
け
で
済
み
ま
す
。

④
写
真
入
り
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は

身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
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住
基
ネ
ッ
ト
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

大
切
な
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
こ
と
か
ら
、

個
人
情
報
の
保
護
を
最
も
重
要
な
課
題
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
制
度
、
技
術
、

運
用
の
三
つ
の
側
面
か
ら
対
策
を
講
じ
、

個
人
情
報
を
保
護
し
ま
す
。
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●
市
町
村
か
ら
都
道
府
県
や
指
定
情
報
処

理
機
関
に
送
ら
れ
る
情
報
は
、
本
人
確
認

情
報
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

●
本
人
確
認
情
報
を
提
供
す
る
国
の
行
政

機
関
等
の
範
囲
と
利
用
目
的
を
法
律
で
具

体
的
に
限
定
し
、
目
的
外
利
用
す
る
こ
と

を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

●
民
間
事
業
者
が
住
民
票
コ
ー
ド
を
利
用

す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
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●
専
用
回
線
を
利
用
し
、
外
部
か
ら
の
不

正
侵
入
を
防
止
す
る
装
置
を
設
け
る
こ
と

で
、
情
報
の
漏
え
い
を
防
止
し
ま
す
。
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●
住
基
ネ
ッ
ト
の
操
作
者
を
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

や
パ
ス
ワ
ー
ド
で
厳
格
に
限
定
し
ま
す
。
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〜
個
人
情
報
保
護
審
議
会
の
質
疑
か
ら

こ
こ
で
は
、
五
月
に
開
か
れ
た
長
岡
市

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
議
会
で
出

さ
れ
た
主
な
質
疑
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

�
国
や
県
は
、
市
か
ら
送
信
さ
れ
た
本

人
確
認
情
報
を
自
由
に
利
用
で
き
る
の
で

す
か
？

�
で
き
ま
せ
ん
。
本
人
確
認
情
報
を
利

用
で
き
る
の
は
、
十
省
庁
所
管
の
九
十
三

の
事
務
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
目
的
外

の
利
用
も
法
律
で
明
確
に
禁
止
し
て
お
り
、

情
報
が
そ
れ
以
外
の
業
務
に
利
用
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�
本
人
確
認
情
報
以
外
の
税
金
や
福
祉

な
ど
の
個
人
情
報
が
、
住
基
ネ
ッ
ト
で
国

や
県
へ
流
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

�
あ
り
ま
せ
ん
。
市
か
ら
県
に
送
ら
れ

る
情
報
は
、
本
人
確
認
情
報
だ
け
で
す
。

ま
た
、
情
報
の
送
信
は
、
市
の
住
民
情

報
用
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
か
ら
住
基
ネ
ッ

ト
専
用
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
移
し
変
え

て
行
い
ま
す
。
国
や
県
は
、
市
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
直
接
接
続
し
て
、
そ
の
他
の

個
人
情
報
を
取
り
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。�

転
出
・
転
入
な
ど
の
際
に
市
町
村
同

士
で
や
り
と
り
さ
れ
る
情
報
は
、
県
や
指

定
情
報
処
理
機
関
に
記
録
・
保
存
さ
れ
る

の
で
す
か
？

�
さ
れ
ま
せ
ん
。
住
民
票
の
写
し
の
交

付
や
転
出
転
入
処
理
を
行
う
た
め
に
必
要

な
続
柄
や
戸
籍
の
表
示
な
ど
の
情
報
は
、

専
用
回
線
で
直
接
相
手
の
市
町
村
に
送
ら

れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
県
や
指
定
情
報
処

理
機
関
に
そ
の
情
報
が
記
録
・
保
存
さ
れ

た
り
、
国
の
行
政
機
関
等
に
提
供
さ
れ
た

り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�
外
部
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
か
ら
市
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
不
正
に
侵
入
し
て
、

個
人
情
報
を
盗
み
取
ら
れ
る
心
配
は
な
い

の
で
す
か
？

�
個
人
情
報
を
記
録
し
た
市
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の

外
部
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
つ
な
が
っ
て
い

な
い
た
め
、
不
正
に
侵
入
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
と
住
基
ネ
ッ
ト
の
間
に
は
、
市
独
自

に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
装
置
を
設
置
し
、
個

人
情
報
を
保
護
し
ま
す
。

�
市
職
員
に
対
す
る
個
人
情
報
の
保
護

対
策
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
で
す
か
？

�
長
岡
市
個
人
情
報
保
護
条
例
に
よ
り
、

個
人
情
報
を
取
り
扱
う
上
で
職
員
が
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ル
ー
ル
を
厳
格
に
定

め
て
い
ま
す
。
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
業

務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
操
作
は
、
パ
ス
ワ

ー
ド
を
持
つ
特
定
の
職
員
し
か
で
き
な
い

仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
目
的
外
の
業
務

で
利
用
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

住民基本台帳ネットワークシステムについての
お問い合わせは、市民課�39・2215へどうぞ。
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８月上旬に、「住民票コード通知票」を世帯主
あてにお送りします（住民票コードは、11ケタ
の数字です。本人の申請により変更できますが、
特定の番号を選ぶことはできません）。
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住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
よ
り
、
住

民
票
に
記
載
す
る
事
項
と
し
て
「
住
民
票

コ
ー
ド
」
が
新
た
に
加
わ
り
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
（
住
基
ネ
ッ
ト
）
は
、
全
国
の
市
町
村

と
都
道
府
県
、
国
の
指
定
情
報
処
理
機
関

を
専
用
回
線
で
結
び
、
こ
の
住
民
票
コ
ー

ド
を
基
に
効
率
的
に
本
人
確
認
を
行
う
全

国
共
通
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。
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市
町
村
は
、
住
民
票
に
記
載
さ
れ
た
事

項
の
う
ち
、
①
氏
名
②
生
年
月
日
③
性
別

④
住
所
⑤
住
民
票
コ
ー
ド
⑥
付
随
情
報

（
①
〜
⑤
の
変
更
年
月
日
と
理
由
）
の
六

項
目
か
ら
な
る
「
本
人
確
認
情
報
」
を
住

基
ネ
ッ
ト
に
よ
り
都
道
府
県
に
送
信
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
そ
の
情
報
は
国
の
指
定
情

報
処
理
機
関
に
送
ら
れ
、
都
道
府
県
と
指

定
情
報
処
理
機
関
の
そ
れ
ぞ
れ
に
記
録
・

保
存
さ
れ
ま
す
。

保
存
さ
れ
た
本
人
確
認
情
報
は
、
住
民

基
本
台
帳
法
で
定
め
る
九
十
三
の
行
政
事

務
に
つ
い
て
、
国
の
行
政
機
関
等
の
求
め

に
応
じ
て
提
供
さ
れ
、
そ
の
行
政
事
務
に

必
要
な
本
人
確
認
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
転
出
・
転
入
な
ど
の
手
続
き
に

必
要
な
続
柄
や
戸
籍
の
表
示
な
ど
の
情
報

は
直
接
、
市
町
村
間
で
や
り
と
り
し
ま
す
。
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①
各
種
行
政
手
続
き
で
住
民
票
の
写
し
の

添
付
が
不
要
に
な
り
ま
す

現
在
、
恩
給
な
ど
の
給
付
や
各
種
の
資

格
登
録
手
続
き
で
、
住
所
や
生
存
確
認
の

た
め
に
住
民
票
の
写
し
等
の
添
付
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
住
基
ネ
ッ
ト
で

本
人
確
認
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
住
民
票

の
写
し
の
添
付
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
で
八
月
以
降
、
順
次

実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

O
P
QV
S
T
U
�
�

②
全
国
ど
こ
の
市
町
村
で
も
、
住
民
票
の

写
し
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す

現
在
は
、
住
所
地
の
市
町
村
で
し
か
受

け
ら
れ
な
い
住
民
票
の
写
し
の
交
付
が
、

通
勤
・
通
学
先
な
ど
の
他
の
市
町
村
で
も

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

③
引
っ
越
し
の
際
の
転
出
・
転
入
の
手
続

き
が
簡
単
に
な
り
ま
す

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
本
人
の
希
望

に
よ
り
市
町
村
が
発
行
す
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
）

を
持
っ
て
い
る
人
が
転
出
す
る
際
に
は
、

事
前
に
一
定
の
事
項
を
記
載
し
た
転
出
届

を
転
出
地
の
市
町
村
に
郵
送
す
る
と
、「
転

出
証
明
書
」
を
受
け
る
必
要
が
な
く
、
住

８月５日から全国民を対象とした

�W�XYZ�[�\]^
_`ghijklmn

opq;rstu��vwAB%xy1z34#6

各市町村の行政サービスの基礎となっている住民基本台帳の情報をコンピューターネット
ワークで結ぶ、「住民基本台帳ネットワークシステム」が８月５日から全国で始動します。
この住民基本台帳ネットワークシステムは、みなさんが行う国の行政機関等への手続きを
簡素化したり、行政事務を効率化したりするための仕組みです。

本人確認情報①氏名②生年月日③性別④住所⑤住民票コード⑥付随情報（変更年月日、理由）
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月
、
坂
之
上
町
の
三
島
億
二
郎
の

自
宅
に
「
北�
�

越�
�

殖�
�
�

民	



社�
a

」
の
本
社

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
越
後
の
農

民
が
北
海
道
で
開
拓
に
携
わ
る
た

め
に
つ
く
ら
れ
た
組
織
で
、
こ
の

北
越
殖
民
社
を
通
じ
て
、
長
岡
の

人
び
と
は
北
海
道
に
渡
っ
て
い
き

ま
し
た
。

北
海
道
開
拓
で
は
、
厳
し
い
自

然
や
政
府
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
制

約
が
開
拓
者
た
ち
の
前
に
立
ち
は

だ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
人

び
と
は
、
互
い
に
励
ま

し
合
い
、
助
け
合
い
な

が
ら
、
そ
の
困
難
を
乗

り
越
え
て
い
き
ま
し
た
。

や
が
て
出
来
た
新
し

い
村
（
江�

別b
�

市�

な
ど
）

に
は
、
郷
土
長
岡
と
同

じ
、
不
屈
の
気
概
が
確

か
に
息
づ
い
て
い
た
と

い
い
ま
す
。

今
回
の
長
岡
歴
史
会

談
で
は
、
北
の
大
地
に
夢
を
か
け

た
三
島
億
二
郎
の
思
い
を
通
し
、

現
在
の
ま
ち
づ
く
り
と
人
づ
く
り

の
あ
り
方
に
つ
い
て
江
別
市
な
ど

の
関
係
市
長
、
研
究
者
ら
が
熱
く

語
り
合
い
ま
す
。
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千
秋
が
原
ふ
る
さ
と
の
森
東
側

の
信
濃
川
左
岸
堤
防
上
に
建
ち
、

中
心
市
街
地
を
指
差
す
一
体
の
立

像
。
こ
の
人
物
が
三
島
億
二
郎
で

す
。
三
島
億
二
郎
は
ど
ん
な
人
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

三
島
は
北
越
戊
辰
戦
争
で
非
戦

を
主
張
し
ま
し
た
が
、
河
井
継
之

助
の
懇
願
で
「
軍
事
掛�
�
�

」
と
し
て

四
個
小
隊
を
率
い
て
奮
戦
。
戦
争

後
は
小
林
虎
三
郎
と
と
も
に
長
岡

藩
大
参
事
と
な
り
、
明
治
三
年
（
一

八
七
〇
）
の
国
漢
学
校
開
校
に
あ

た
っ
て
は
、
中
心
的
役
割
を
担
い

ま
し
た
。

ま
た
、「
ラ
ン
プ
会
」
を
開
き
、

士
族
や
地
主
、
商
人
ら
と
長
岡
の

復
興
計
画
や
産
業
の
あ
り
方
を
話

し
合
い
ま
し
た
。

新
し
い
産
業
を
興
す
こ
と
に
も

尽
力
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
士
族
の

女
性
を
対
象
と
し
た
授
産
施
設
の

産�



物�
�

会�
�

所�
�

や
女
性
が
手
芸
・
裁
縫

・
手
織
り
の
技
能
を
修
得
す
る
女�

�

紅�
�

場�

を
設
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

長
岡
洋
学
校
（
長
岡
高
校
）、

長
岡
会
社
病
院
（
長
岡
赤
十

字
病
院
）、
第
六
十
九
国
立
銀

行
（
北
越
銀
行
）
を
設
立
す

る
な
ど
、
人
び
と
の
先
頭
に

立
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
し
た
。
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長
岡
の
復
興
に
邁'
�

進
し
た

三
島
億
二
郎
。
三
島
を
知
る

こ
と
は
長
岡
を
知
る
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
北
の

江
別
市
は
石

狩
平
野
の
中
央

部
に
位
置
し
、

全
般
的
に
平
坦

な
地
勢
で
、
豊

か
な
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

札
幌
市
や
岩

見
沢
市
な
ど
に
隣
接
し
て
い
て
、

現
在
の
人
口
は
約
十
二
万
人
で
す
。

江
別
に
最
初
に
移
住
し
た
の
は

宮
城
県
の
七
十
六
人
の
農
民
で
し

た
。
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）

に
は
明
治
政
府
に
よ
る
開
拓
使
府

令
が
出
さ
れ
、
江
別
村
が
誕
生
。

各
地
か
ら
屯(




田)
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が
入
り
、
計
画

的
な
開
拓
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

明
治
十
九
年
に
は
「
北
越
殖
民

社
」
の
第
一
号
の
村
と
し
て
、
越

後
の
農
家
十
戸
が
幌
向
村
（
江
別

市
）
に
入
植
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

長
岡
か
ら
も
多
く
の
人
た
ち
が
入

植
し
ま
し
た
。

市
内
に
あ
る
野+

,

幌-
.

神
社

に
は
、
明
治
三
十
一
年
に

建
立
さ
れ
た
三
島
億
二
郎

を
祀'

�

る
石
祠
が
あ
り
ま
す
。

/01

23456
789:;<=

▲江別市の位置図

▲野幌神社西南隅にある三島億二郎の石祠

>女紅場（「陳観帖」）
女紅場では職業教育をするととも
に、広く女性に道徳や教養を身につ
けさせる教育を行いました。
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K
治
時
代
、
長
岡
か
ら
多
く

の
人
た
ち
が
北
の
大
地
、
北
海
道

に
夢
を
抱
き
渡
っ
て
い
き
ま
し
た
。

八
月
四
日
に
開
催
す
る
第
三
回

の
長
岡
歴
史
会
談
で
は
、
時
代
を

今
ま
で
の
幕
末
維
新
期
か
ら
明
治

に
移
し
、
こ
の
北
海
道
開
拓
を
取

り
上
げ
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
北
の

大
地
に
夢
を
か
け
て
〜
北
海
道
開

拓
と
三
島
億
二
郎
」
で
す
。
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な
ぜ
、
北
海
道
開
拓
が
テ
ー
マ

な
の
か
、
と
疑
問
に
思
わ
れ
る
人

も
多
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
鍵
を
握

る
人
物
が
、
長
岡
復
興
の
恩
人
と

い
わ
れ
る
三
島
億
二
郎
（
一
八
二

五
〜
一
八
九
二
）
で
す
。

「
三
島
は
ど
う
し
て
北
の
大
地

に
夢
を
か
け
た
の
か
」「
そ
の
夢
は

ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
か
」。
会
談

で
は
、
こ
の
真
相
を
解
き
明
か
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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明
治
十
九
年
（
一
八
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六
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８
月
４
日
開
催

参
加
者
大
募
集
�

長岡市は、市民のみなさんが長岡地域独自の歴史や文
化、自然などに目を向け、その価値を再発見し、愛着や
誇りを感じてもらえるよう「長岡を知ろうキャンペーン」
を進めています。
その一環として今年行われる歴史シンポジウム長岡歴
史会談、特別展「米百俵と小林虎三郎―虎三郎と板垣家
の交流―」、歴史的建造物調査、ながおかのまち再発見ツ
アーを紹介します。
あなたの知らなかった長岡を再発見してください。
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�
年
、
小
泉
首
相
の
所
信
表

明
演
説
や
東
京
・
歌
舞
伎
座
で
の

公
演
な
ど
で
全
国
的
に
話
題
と
な

っ
た
米
百
俵
の
故
事
。

こ
の
夏
、
米
百
俵
と
小
林
虎
三

郎
の
人
間
像
に
関
わ
る
新
資
料
十

点
を
集
め
、
特
別
展
を
開
き
ま
す
。

�
�
�
�

�
	


a
b
c
d

主
な
展
示
物
は
初
公
開
と
な
る

手
紙
や
掛
け
軸
で
す
。

特
に
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）

六
月
十
五
日
の
国
漢
学
校
新
校
舎

開
校
前
後
に
、
親
類
の
戸
口
村
・

板
垣
家
（
南
蒲
原
郡
栄
町
）
あ
て

に
書
か
れ
た
手
紙
に
は
、
長
岡
藩

士
ら
の
窮
乏
の
あ
り
さ
ま
や
復
興

の
た
め
に
明
治
政
府
に
嘆
願
し
た

活
動
な
ど
と
合
わ
せ
、
虎
三
郎
の

心
情
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。

期
間
は
七
月
二
十
六
日
e
〜
九

月
十
六
日
f休
の
午
前
九
時
〜
午
後

五
時
（
月
曜
休
館
。
九
月
十
六
日

を
除
く
）
で
、
会
場
は
郷
土
史
料

館
�
35
・
０
１
８
５
で
す
。
通
常

の
入
館
料
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

（
大
人
三
百
円
、
小
・
中
学
学
生

百
五
十
円
）。

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん

が
巡
り
た
い
コ
ー
ス
を
企
画
し
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
市
が
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
と
ガ
イ
ド
を
無
料
で
用

意
し
ま
す
（
バ
ス
を
使
わ
な
い
企

画
で
も
結
構
で
す
）。

期
間
�
９
月
〜
11
月
（
平
日
、
休

日
問
わ
ず
。
た
だ
し
、
休
日
の
場

合
、
市
の
施
設
が
見
学
で
き
な
い

場
合
あ
り
。
ま
た
、
バ
ス
手
配
の

関
係
で
実
施
日
の
変
更
を
お
願
い

す
る
場
合
あ
り
）

回
数
�
６
回

（
25
人
乗
り
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
使

用
）

対
象
�
市
内
に
居
住
ま
た

は
勤
務
、
通
学
す
る
15
〜
25
人
の

団
体
・
グ
ル
ー
プ

申
し
込
み
�

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
８
月
12
日
-
ま
で
に
〒

９
４
０
―
８
５
０
１
長
岡
市
役
所

秘
書
広
報
課
広
報
係
へ
郵
送
ま
た

は
持
参
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

抽
選
）

応
募
用
紙
�
市
役
所
１

階
市
民
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
、
市
役
所

４
階
秘
書
広
報
課
広
報
係
、
な
が

お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
、
科
学
博
物

館
、
郷
土
史
料
館
、
各
図
書
館
、

各
地
区
公
民
館
で

夏
休
み
の
課
題
研
究
に
.

「
虎
三
郎
を
親
子
で
知
ろ
う

コ
ー
ス
」
追
加
募
集
中

日
時
�
７
月
28
日
/
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

申
し
込
み
�
７
月
25

日
0
ま
で
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2
3
�
4
5
6
7
8
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A
B
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C
D
E
F
'
G

H
I
J
K
L
M
N
O
P
Q

お
気
軽
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い

▲小林虎三郎の手紙（部分）

��c��RSTUV

WXYG+,JMZQ

参加料は無料です。当日、直接どうぞ。
日時＝７月28日/午前10時～正午
集合＝郷土史料館前
内容＝特別展見学、悠久山公園内の小林

虎三郎ゆかりの石碑探訪など
問い合わせ＝科学博物館�32・0546

ぜひ、ご覧
ください

問
い
合
わ
せ
�
秘
書
広
報
課

広
報
係
�
39
・
２
２
０
２
、

[
39
・
２
２
７
２

\]G^_`ghijki

�l

大
地
に
か
け
た
夢
、
残
し
た
足
跡

を
探
る
こ
と
は
、
現
在
の
長
岡
を

別
の
視
点
で
見
詰
め
直
す
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
。

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
会
談
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

m
内
に
残
さ
れ
て
い
る
古
い

建
造
物
の
保
存
と
活
用
を
進
め
る

た
め
、
昨
年
度
、
市
は
長
岡
造
形

大
学
に
委
託
し
市
内
全
域
を
対
象

に
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
も
情
報
提
供
を
い

た
だ
き
、
約
九
百
件
の
歴
史
的
建

造
物
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

n
o
p
7
8
1

q
r
4
o
s

歴
史
的
建
造
物
の
内
訳
は
約
半

数
が
神
社
や
寺
院
で
し
た
（
下
の

グ
ラ
フ
参
照
）
が
、
い
く
つ
か
の

新
発
見
も
あ
り
ま
し
た
。

現
在
の
鉄
橋
と
な
る
前
の
長
生

橋
の
古
材
を
利
用
し
て
い
る
商
店

や
酒
蔵
を
利
用
し
た
企
業
の
研
究

施
設
、
九
州
か
ら
移
築
さ
れ
た
橋

な
ど
で
す
。

今
年
度
は
、
こ
の
歴
史
的
建
造

物
か
ら
約
百
件
を
選
び
、
建
物
の

構
造
な
ど
、
さ
ら
に
詳
し
い
調
査

を
行
い
ま
す
。
調
査
員
が
み
な
さ

ん
の
お
宅
に
う
か
が
っ
た
際
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
科
学
博
物
館
�
32
・
０
５

４
６
へ
ど
う
ぞ
。
古
い
建
造
物
の

情
報
提
供
も
引
き
続
き
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

日時＝８月４日/午前９時30分～午後３時45
分

会場＝ホテルニューオータニ長岡tuホール
入場料＝無料（昼食を希望する人は弁当代1,000

円必要。申し込み時に予約してくださ
い）

定員＝400人
内容＝①市長シンポジウム…午前10時～11時

40分
江別市長・小川公人さん、会津若松
市長・菅家一郎さん、柏崎市長・西
川正純さん、森民夫長岡市長、コー
ディネーター・丸山結香さん（vwな
がおかアナウンサー）

②歴史研究者シンポジウム…午後０時
30分～２時
作家・藤倉徹夫さん、会津若松市立
会津図書館長・野口信一さん、郷土
史家・古田島吉輝さん、コーディネ
ーター・稲川明雄中央図書館長

③講演会「敗れし者たちの維新」…午後２時
15分～３時35分
講師…脚本家（大河ド
ラマ『天と地と』、年
末時代劇『忠臣蔵』など
多数）・杉山義法さん

●ボランティアを募集します（当日）
対象＝高校生以上

xyz{|}~������{|��

������GP�K
����+��������

問い合わせ＝中央図書館内歴史シンポジウム長岡歴史会談運営実行委員会�32・0658

杉山義法さん�

{
|
�
�
�
�
�
�

�
 
�
¡
J
¢
£
¤
G
¥
¢
M
Z

７
月
か
ら
調
査
を

開
始
し
ま
す¦悠久山公園の病翁（小

林虎三郎）碑前で（なが
おかのまち再発見ツアー
「虎三郎を親子で知ろう
コース」・６月９日）

神社
32％

寺院
21％

住宅
21％

商店
16％

その他
８％

倉庫
２％

�歴史的建造物の
内訳（総数は876件）

【申し込み方法】
７月15日-までに�32・0658、§32・0664、
メ̈ール©ª«＠¬­®­æ¬̄°±¬̄±²³で中央図書館内歴
史シンポジウム長岡歴史会談運営実行委員
会へ（住所、氏名、電話番号、弁当注文の
有無を記入。市内図書館のカウンターにあ
る申し込み用紙でも可）



��

で
、
市
債
残
高
を
三
十
億
円
減
ら
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
平
成
十
四
年
度
末
ま
で

に
市
債
残
高
を
七
百
億
円
以
下
に
す
る
と

い
う
行
財
政
改
善
推
進
計
画
の
目
標
を
、

一
年
早
く
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

既
存
の
施
設
の
利
用
で

経
費
の
有
効
活
用
と
節
減
を
実
施

そ
の
ほ
か
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
あ
げ
る
た
め
に
施
設
整
備
に
新
し
い

試
み
も
取
り
入
れ
ま
し
た
。

昨
年
十
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
な
が
お

か
市
民
セ
ン
タ
ー
」
は
、
新
た
に
施
設
を

造
る
の
で
は
な
く
、
既
存
の
建
物
を
改
装

し
、
賃
貸
で
利
用
し
て
い
く
と
い
う
手
法

を
取
り
入
れ
た
の
が
特
徴
で
す
。

「
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
」
は
、
市

民
の
活
動
と
交
流
・
憩
い
の
場
と
し
て
、

開
館
以
来
半
年
間
で
十
二
万
五
千
人
を
超

え
る
市
民
の
み
な
さ
ん
が
利
用
し
、
確
実

に
市
民
活
動
の
拠
点
と
し
て
定
着
し
て
き

て
い
ま
す
。◇

◇

市
で
は
、
今
後
も
限
ら
れ
た
予
算
を
有

効
に
活
用
す
る
こ
と
で
市
民
生
活
の
よ
り

一
層
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

������	
abc （単位：万円）

会 計 名
一 般 会 計

特

別

会

計

水 道 事 業 会 計
収 益 的 収 支
資 本 的 収 支

def��
������������	���c
（単位：万円）

借 入 先
簡易生命保険積立金
郵 便 貯 金 資 金
財 政 融 資 資 金
公営企業金融公庫
民 間 金 融 機 関 等

歳 入 歳 出 差 引
6,952,920 6,553,670 399,250

国民健康保険事業 1,163,638 1,152,439 11,199
と 畜 場 事 業 42,210 42,123 87
下 水 道 事 業 1,055,493 1,054,737 756
卸 売 市 場 事 業 8,111 8,111 0
ス キ ー 場 事 業 19,056 19,056 0
駐 車 場 事 業 17,882 17,882 0
老 人 保 健 事 業 1,544,981 1,550,722 △ 5,741
介 護 保 険 事 業 874,904 855,257 19,647

11,679,195 11,253,997 425,198

収 入 支 出 差 引
453,494 414,624 38,870
94,143 248,514 △ 154,371

借 入 額 使 い み ち
16,240 阪之上小学校整備ほか
4,560 道路整備
101,100 臨時財政対策債ほか
403,350 上下水道、道路整備ほか
222,753 保育園、学校、道路整備ほか

合 計

■用語解説
● 民生費 障害者、高齢

者、保育園児
童や生活保護
など福祉の向
上を図るため
の経費

● 土木費 道路、河川、
住宅、公園な
どの整備に充
てる経費

● 公債費 借入金の元金
と利子の返済
に充てる経費

● 教育費 小・中養護学
校や生涯学習
など教育の向
上のための経
費

● 商工費 商工業の振興
を図るための
経費

● 総務費 管理事務の経
費や他に分類
できない経費

● 衛生費 保健衛生の向
上やごみの収
集・処理など
にかかる経費

一般会計の収支

歳入Ａ� 695億2,920万円

歳出Ｂ� 655億3,670万円

平成14年度へ繰り越した
事業に充てるための財源
Ｃ� 3,269万円

実質収支 Ａ�－Ｂ�－Ｃ�
39億5,981万円

����� !"�#$%&
（対前年度比2.9％増）
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平
成
十
三
年
度
の
長
岡
市
の
財
政
は
、

長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
る
市
税
収
入
の

落
ち
込
み
や
、
国
の
地
方
財
政
制
度
の
見

直
し
に
よ
り
地
方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
る

な
ど
、
一
般
財
源
（
市
の
財
源
の
う
ち
自

由
に
使
え
る
お
金
）
が
大
幅
に
減
少
し
ま

し
た
。

徹
底
し
た
行
財
政
改
善
で

内
部
経
費
の
削
減
を
実
施

し
か
し
、
長
岡
市
は
、
財
源
不
足
に
よ

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
、
市
職
員
の
定
員
適
正
化
や
一
年

間
の
昇
給
停
止
、
民
間
事
業
者
へ
の
業
務

委
託
な
ど
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
善
を
実

施
し
て
内
部
経
費
の
節
減
を
行
い
、
サ
ー

ビ
ス
維
持
に
必
要
な
財
源
を
確
保
し
ま
し

た
。そ

の
結
果
、
主
に
福
祉
な
ど
市
民
生
活

の
向
上
に
使
わ
れ
る
民
生
費
で
は
、
平
成

十
二
年
度
比
で
十
三
・
五
％
増
の
百
三
十

七
億
円
を
支
出
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
道
路
や
住
宅
・
公
園
整
備
な
ど

に
使
わ
れ
る
土
木
費
や
、
学
校
教
育
、
生

涯
学
習
の
た
め
に
使
わ
れ
る
教
育
費
も
十

二
年
度
を
上
回
る
決
算
額
と
な
り
ま
し
た
。

財
政
の
健
全
化
へ
向
け
て
市
債
の

発
行
抑
制
と
繰
り
上
げ
償
還
を
実
施

そ
の
一
方
で
、
長
期
的
視
点
に
立
っ
た

財
政
の
健
全
化
の
た
め
の
取
り
組
み
も
行

い
ま
し
た
。

市
債
に
依
存
し
た
財
政
体
質
を
改
善
す

る
た
め
、
内
部
経
費
の
削
減
と
合
わ
せ
て
、

市
債
の
発
行
額
を
四
十
一
億
円
に
抑
制
し

ま
し
た
。
ま
た
、
高
い
金
利
で
借
り
入
れ

て
い
た
市
債
の
繰
り
上
げ
償
還
を
約
十
六

億
円
実
施
し
、
平
成
十
三
年
度
の
一
年
間

9:!; &*<=>?@ABC9

平
成
13
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
決
算
（
見
込

み
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
一
般
会
計
を
中
心
に
平
成
13
年
度
の
決
算
状
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
こ
の
内
容
は
、
監
査
委
員
の
審
査
を
経
て
、
市
議
会
で
認
定
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

年 度 ７ ８ ９ 10 11 12 13
市債年度末残高 634 709 738 750 743 729 699
市 債 発 行 額 96 111 70 59 79 38 41
元 金 償 還 額 32 36 41 47 86 52 71

100

80

60

40

20

120800

750

700

650

600

550

00

市
債
発
行
額
・
元
金
償
還
額

市
債
年
度
末
残
高

（億円） （億円）
市債発行額、元金償還額、市債残高の推移（一般会計）

�DEFG施設整備を行う際などに市が国や銀行などから借
り入れ、長期間で返済する借金のことをいいます。道路や学校
などの施設は、整備費の一部を市債でまかなうことで、将来そ
の施設を利用する市民にも経費を負担してもらうことができま
す。
しかし、市債を発行し過ぎるとその返済額が増大し財政を圧

迫することになるため、注意が必要です。長岡市では、平成10
年度末に過去最高の750億円の市債残高がありましたが、繰上償
還を実施したことで13年度末の市債残高は699億円となり、市債
残高を700億円以下にするという目標を１年早く達成することが
できました。

■用語解説
● 市 税 市民税、固定資産税など
● 諸収入 中小企業への貸付金の元利

収入や刊行物の領布代金な
ど

● 地方交付税
行政水準確保のための、一
定のルールに基づく国から
の交付金

�H�;� I";I$%&
（対前年度比2.9％増）

J

J

J

J

J
J

K
K

K

K

K

K

K

J

市債発行額

元金償還額元金償還額

市民１人当たりの市債残高 33.7 37.6 39.0 39.4 39.1 38.3 36.7
（万円）

市債年度末
残高
市債年度末
残高

※11年度の市債発行額には、繰上償還に伴う借換債を含む

● 国庫支出金・県支出金
特定の支出に充てるための
国・県からの交付金

● 市 債 道路や学校などの整備に充
てるための長期借入金

● 繰越金 前年度からの繰越金



対
象
�
小
学
６
年
生

定
員
�

１
５
０
人

参
加
料
�
７
、０
０

０
円

申
し
込
み
�
７
月
22
日

�
〜
26
日
�
に
各
子
ど
も
会
へ

�
�
�
�
�
�
	


a
b
c

時
間
�
午
前
９
時
〜
正
午

会

場
�
長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校

定
員
�
各
回
親
子
20
組

講
師

�
長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校
教

授
・
有
本
匡
男
さ
ん
ほ
か

受

講
料
�
１
組
１
回
５
０
０
円

材
料
費
�
各
回
１
セ
ッ
ト
３
０

０
円

de

・
福
原
滋
さ
ん

参
加
料
�
５
０
０

円

□f
古
志
の
会
・
亀
川
さ
ん
�
32

・
１
０
４
９

�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

「
長
岡
逸
品
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
が

ご
案
内
し
ま
す
。

コ
ー
ス
と
日
時
�
①
「
長
岡
の
お
い

し
い
も
の
さ
が
し
」
コ
ー
ス
…
７
月

18
日
�
午
後
１
時
〜
３
時
30
分
②
「
わ

た
し
だ
け
の
大
満
足
」
コ
ー
ス
…
７

月
23
日
�
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30

分

定
員
�
各
８
人

□ 
７
月
12
日

�
ま
で
に
長
岡
市
商
店
街
振
興
組
合

連
合
会
�
32
・
７
０
０
２
へ

�
!
"
#
$
%
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,

日
時
�
７
月
20
日
祝-
①
午
後
２
時
か

ら
②
午
後
４
時
か
ら
③
午
後
７
時
30

分
か
ら

会
場
�
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

・
シ
ア
タ
ー

料
金
�
大
人
１
、２
０

０
円
、
高
校
生
以
下
６
０
０
円
（
当

日
２
０
０
円
増
）

□f
映
画
「
軍
隊

を
す
て
た
国
」
を
観
る
会
事
務
局
�

34
・
７
６
３
５

�
.
/
0
1
2
3

4
5
6
7
8
�
9
:
;
<

参
加
者
に
１
袋
５
０
０
円
で
販
売

し
ま
す
。
ほ
か
に
イ
ベ
ン
ト
あ
り
。

日
時
�
７
月
20
日
祝-
午
前
10
時
〜
正

午
（
雨
天
順
延
）

会
場
�
ポ
マ
ト

倶
楽
部
ほ
場
（
越
路
町
神
谷
）

□f

三
古
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
・
野

村
さ
ん
�
35
・
３
０
５
０

�
!
=
>
?
@
)
�
A
B
,
�
�
�
�

空
襲
体
験
者
が
当
時
の
様
子
や
思

い
な
ど
を
語
り
ま
す
。

日
時
�
７
月
21
日
C
午
後
１
時
30
分

〜
４
時

会
場
�
な
が
お
か
市
民
セ

ン
タ
ー
２
階

定
員
�
70
人

□f
長

岡
郷
土
史
研
究
会
事
務
局
�
36
・
７

８
３
２

DEFGHIJK LMNOPQRST
長岡技術科学大学、長岡造形大学、長岡大学、長岡工業高等専門学校等の先生方が、専門的な知識や情報を分かりやすく解

説します。

講座名 概 要 回数 期 日 時間 会 場 講 師 定員 受講料 申込方法
期限

初心者フラ
ンス語講座

初歩的な会話力を身につける演習をし
ます。文化的背景についても学びます。 12

9/6～11/29の
毎週金曜日
（9/27を除く）

19：00
～
20：40

中 央
公 民 館

長岡技術科学大
学・稲垣文雄教
授

30人 6,000円 電話で

暮らしとデ
ザイン④

「糸の可能性・布の可能性」「日本の型
染」ほか、テキスタイル・ディスプレイ
・タイボグラフィーのデザインについて
考えます。

4 9/25～10/16の毎週水曜日

19：00
～
20：30

長岡造形
大 学

長岡造形大学
熊井恭子教授

ほか
40人 2,000円 電話で

現代アメリカ
をどう読むか
－中間選挙を
前にして

冷戦終結後、唯一の超大国となった米国
の政治システムの基本と今後の動向を
探ります。

4 9/19～10/10の毎週木曜日

19：00
～
20：30

長岡大学 長岡大学石川荘太郎教授 40人 2,000円 電話で

パソコン中
級講座

表計算ソフトを利用し、表の集計方法、
関数、式の使用方法を中心に表の作成を
行います。

7
9/10～10/1の
毎週火・木曜
日

19：00
～
21：00

教 育
センター

長岡大学
吉川宏之講師 20人 6,000円

往復は
がきで
8/27U
必着

インターネ
ットで情報
発信

パソコンを使って、ホームページ作成を
実習します。希望者は、インターネット
上に公開することができます。

7
8/28～9/18の
毎週水・木曜
日

18：30
～
20：30

長岡工業
高等専門
学校

長岡工業高等専
門学校・坂井俊
彦助教授ほか

30人
5,000円
ほかにテ
キスト代

往復は
がきで
8/14V
必着

申し込み＝電話で申し込む講座は中央公民館�３２・０４３７へ
往復はがきで申し込む講座については、往信の裏に①希望する講座名②住所、氏名③電話番号、返信の表に郵便番
号、住所、氏名を記入して〒940-0072柳原町２の１中央公民館内ながおか市民大学事務局へ（申し込み多数の場合
抽選）

●詳しい「開設講座のご案内」は、次のところにあります。
市役所１階市民情報ラウンジ、ながおか市民センター、中央公民館、各地区公民館、各コミュニティセンター、中央図書館、
互尊文庫、各地域図書館、リリックホール、厚生会館、市民体育館ほか

▲昨年の夏のつどいで
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25
}

期
日

空
気
砲
を
作
っ
て
遊
ぼ
う

内

容

18
}

8/11
}

7/28
}

ガ
ラ
ス
の
ふ
し
ぎ
・
ガ
ラ

ス
細
工
と
簡
単
な
科
学
実

験 発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
ト
レ
ー

の
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
り

新
型
の
万
華
鏡
を
つ
く
ろ

う

~
�
�
�
�
�
$
�
�
,

日
時
�
７
月
10
日
�
午
前
10
時

〜
11
時
30
分

会
場
�
中
央
図

書
館
講
座
室
１

内
容
�
ロ
ー

ズ
マ
リ
・
サ
ト
ク
リ
フ
作
「
太

陽
の
戦
士
」

�
+
�
,
�
�
�
�

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
と
内
容
�
①
７
月
16
日
�

午
後
２
時
〜
３
時
25
分
…
「
黄

金
狂
時
代
」（
１
９
２
５
年
ア
メ

リ
カ
）
②
７
月
26
日
�
午
後
２

時
〜
３
時
…
「
ポ
パ
イ
」（
１
９

３
６
年
ア
メ
リ
カ
）
③
８
月
９

日
�
午
後
２
時
〜
３
時
…
「
バ

ッ
グ
ス
・
バ
ニ
ー
」（
１
９
４
２

年
ア
メ
リ
カ
）

会
場
�
中
央

図
書
館
講
堂

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
７
月
26
日
�
午
後
７
時

〜
８
時
30
分

内
容
�
唐
十
郎

著
「
蛇
行
」

会
場
�
互
尊
文

庫�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

図
書
館
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
な

ど
に
携
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間
�
７
月
25
日
�
〜
９
月
１

日
C

場
所
�
中
央
図
書
館
、

各
地
域
図
書
館

時
間
�
①
午

前
９
時
〜
正
午
②
午
後
２
時
〜

５
時
③
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

対
象
�
中
学
生
以
上

定
員
（
１

日
当
た
り
）
�
中
央
図
書
館
…

午
前
・
午
後
各
10
人
、
各
地
域

図
書
館
…
午
前
・
午
後
各
５
人

申
し
込
み
�
７
月
14
日
C
ま
で

に
各
図
書
館
に
あ
る
所
定
の
申

込
書
で

説
明
会
�
７
月
24
日

�
午
後
２
時
と
４
時
か
ら
中
央

図
書
館
講
堂
で

�
4
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

期
日
�
８
月
23
日
�
〜
25
日
C

（
２
泊
３
日
）

会
場
�
国
立

妙
高
少
年
自
然
の
家

内
容
�

野
外
炊
飯
、
野
外
あ
そ
び
、
セ

レ
モ
ニ
ー
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど

市
民
の
み
な
さ
ん
な
ど
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
情
報
を
「
催
し
」「
ス
ポ
ー
ツ
」

「
健
康
」「
く
ら
し
」「
募
集
」
の
５
つ

の
項
目
に
分
け
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
 
¡
¢
£
¤
�
¥
¦
�
§
¨

©
 
¡
ª
�
�
«
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­
®
æ
�
¯

期
間
�
７
月
14
日
C
ま
で

観
覧
料

�
一
般
６
０
０
円
、
高
校
・
大
学
生

４
０
０
円
、
小
・
中
学
生
２
０
０
円

会
場
・
□f
県
立
歴
史
博
物
館
�
47
・

６
１
３
０

�
°
±
²
³
´
A
!
µ
¶
�
�
·
¸

¹
º
»
�
¼
½
�
¾
¿
)�
�
�
�

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
７
月
13
日
À
午
後
２
時
か
ら

講
師
�
萩
原
珠
緒
同
館
美
術
学
芸
員

会
場
・
□f
県
立
近
代
美
術
館
�
28
・

４
１
１
２

�
!
�
Á
�
)
*
+
,

日
時
�
７
月
14
日
C
①
午
後
０
時
20

分
か
ら
②
午
後
２
時
40
分
か
ら
③
午

後
５
時
か
ら
④
午
後
７
時
30
分
か
ら

会
場
�
市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル

料
金

�
前
売
り
券
…
一
般
・
学
生
１
、４
０

０
円
、
ペ
ア
券
２
、４
０
０
円
、
当
日

券
…
一
般
１
、７
０
０
円
、
学
生
１
、

５
０
０
円
（
小
学
生
、
高
齢
者
、
障

害
者
、
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
人
、

介
助
の
人
、
外
国
籍
の
人
は
１
、０
０

０
円
）

□f
長
岡
商
工
会
議
所
内
市

民
映
画
館
を
つ
く
る
会
事
務
局
�
32

・
４
５
０
０
（
平
日
昼
）
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È
�
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日
時
�
７
月
14
日
C
午
後
１
時
〜
３

時

会
場
�
中
央
図
書
館
講
堂

講

師
�
長
岡
看
護
福
祉
専
門
学
校
講
師

dË
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日時＝７月13日À午後２時～４時30分
会場＝中央図書館（講座室１、講堂）
●定例教育委員会（午後２時から）
傍聴希望の人は開会10分前から先着順に受け付け

ます（10人程度）。
●市民と教育委員会との
懇談会（午後２時40分～
４時30分）
内容＝学校週５日制での
土・日の過ごし方

問い合わせ 教育総務課��������
生涯学習課��������

い
じ
め
や
暴
力
行
為
、
少
年

非
行
、
不
登
校
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
の
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
に
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い

く
た
め
に
は
、
家
庭
、
地
域
、

学
校
の
連
携
が
必
要
で
す
。

長
岡
市
で
は
、
子
ど
も
の
問

題
に
対
応
す
る
た
め
「
子
ど
も

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

困
難
な
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、

専
門
家
を
中
心
と
し
た「
サ
ポ
ー

ト
チ
ー
ム
」も
設
け
て
い
ま
す
。

新
た
に
地
区
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
を
設
置
し
ま
す

地
域
が
中
心
と
な
っ
て
、
子

ど
も
の
問
題
を
解
決
す
る
「
地

区
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
」
を
設
置

し
ま
す
。

こ
れ
は
、
地
域
の
子
ど
も
健

全
育
成
団
体
や
い
じ
め
対
策
委

員
会
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心

と
し
て
組
織
さ
れ
、
各
中
学
校

区
単
位
で
設
置
し
ま
す
。
事
務

局
は
各
中
学
校
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
地
域
で
の
取
り
組

み
が
家
庭
、
地
域
、
学
校
の
連

携
を
深
め
、
地
域
の
問
題
は
、

地
域
が
中
心
と
な
っ
て
解
決
し

て
い
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
�
学
校
教
育
課
�

39
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２
２
３
９
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▲昨年のふれあい教育委員会
で（高齢者センターふそき）
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日
時
�
７
月
11
日
a
・
17
日
b

・
18
日
a
・
24
日
b
・
25
日
a

の
午
後
７
時
〜
９
時（
計
５
回
）

会
場
�
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

対
象
�
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
す
る
30
歳
以
下
の
人
で
、
基

本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き

る
人

定
員
�
20
人

参
加
料

�
８
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
し
込
み
�
７
月
10
日
b
ま
で

c
d
e
f
�
�


�
�
�
�
�

日
時
�
７
月
７
日
�
午
後
２
時

20
分
〜
３
時
10
分

会
場
�
青

少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
�

日
本
昔
ば
な
し
「
鶴
の
恩
返
し

カ
チ
カ
チ
山

た
の
き
ゅ
う
」、

た
の
し
い
お
は
な
し
「
ラ
ー
メ

ン
て
ん
し

お
に
の
た
い
こ
」

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
�
７
月
７
日
�
、
８
月
６

日
�
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
（
雨

天
・
曇
天
の
場
合
は
中
止
）

会
場
�
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�
 
!
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日
時
�
７
月
25
日
a
〜
31
日
b

の
午
前
中
（
29
日
を
除
く
計
６

回
）

会
場
�
青
少
年
文
化
セ

ン
タ
ー
屋
内
プ
ー
ル

対
象
�

小
学
生

定
員
�
60
人

参
加

料
�
１
、０
５
０
円

申
し
込
み

�
７
月
７
日
�
〜
14
日
�
（
８

日
を
除
く
）
に
、
会
費
を
添
え

て
直
接
セ
ン
タ
ー
へ

'
(
)
*
+
,
-
��
�
�
�

日
時
�
７
月
26
日
.
午
前
９
時

30
分
〜
正
午

会
場
�
青
少
年

文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
�
小
学

生

申
し
込
み
�
７
月
21
日
�

ま
で

�
/
d
0
1
	



日
時
�
７
月
28
日
�
午
前
９
時

〜
正
午

会
場
�
ふ
る
さ
と
体

験
農
業
セ
ン
タ
ー

対
象
�
小

学
生
と
保
護
者

定
員
�
20
組

材
料
費
�
５
０
０
円

持
ち
物

�
の
こ
ぎ
り
、
か
な
づ
ち
、
プ

ラ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー

申
し
込
み

�
７
月
18
日
a
ま
で

�
2
3
2
4
1

日
時
�
７
月
24
日
b
午
前
10
時

〜
午
後
２
時

会
場
�
ふ
る
さ

と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー

定
員

�
20
人

参
加
料
�
９
０
０
円

持
ち
物
�
昼
食
、
エ
プ
ロ
ン

申
し
込
み
�
７
月

10
日
b
午
前
９
時

か
ら
電
話
で

c
5
6
�
2
7
�
8
9
:
;

<
=
>
?
@
4
�
%
&

日
時
�
７
月
31
日
b
午
前
６
時

〜
９
時
（
随
時
受
付
）

会
場

�
ゆ
め
農
園
（
長
岡
ロ
ン
グ
ラ

イ
フ
セ
ン
タ
ー
隣
り
）

定
員

�
30
人

参
加
料
�
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
１
本
１
０
０
円
、
枝
豆

一
束
５
０
０
円

申
し
込
み
�

７
月
19
日
.
ま
で

�
A
B
C
(
)
*
D
E
9

D
F
>
?
G
@
4
�
%
&

ソ
ー
セ
ー
ジ
づ
く
り
や
野
菜

の
収
穫
な
ど
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
友
達
や
兄
弟
な
ど
２

人
１
組
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

期
日
�
８
月
17
日
H
〜
18
日
�

（
１
泊
２
日
）

会
場
�
ふ
る

さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー
ほ
か

対
象
�
市
内
の
小
学
４
〜
６
年

生

定
員
�
10
組
20
人

参
加

料
�
１
人
３
、０
０
０
円

申
し

込
み
�
往
復
は
が
き
の
往
信
の

裏
に「
農
業
・
農
村
体
験
希
望
」

と
書
き
、
参
加
児
童
２
人
の
学

校
名
、
学
年
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
保
護
者
名
を
記
入

し
、
７
月
31
日
b
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
〒
９
４
０
｜
８
５
５
０

今
朝
白
２
の
７
の
25
Ｊ
Ａ
越
後

な
が
お
か
組
織
福
祉
課
�
35
・

１
３
０
４
へ
（
多
数
の
場
合
抽

選
）

か
ら

会
場
�
平
和
の
森
公
園
（
本

町
３
・
駐
車
場
な
し
、
雨
天
の
場
合

は
中
島
小
学
校
体
育
館
）

☆
絵
灯
ろ
う
の
作
品
募
集
（
無
料
）

「
平
和
の
森
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
会

場
周
辺
に
展
示
す
る
絵
灯
ろ
う
の
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

材
料
�
絵
の
具
、
墨
、
ポ
ス
タ
ー
カ

ラ
ー
な
ど
自
由（
用
紙
の
用
意
あ
り
）

募
集
数
�
１
０
０
基

□I
�
７
月
15

日
J
ま
で
に
平
和
の
森
コ
ン
サ
ー
ト

実
行
委
員
会
・
河
上
さ
ん
�
33
・
３

１
９
９
へ

K
L
M
N
O
P
Q
G
�

R
S
T
G
U
V
�
W
X
Y
Z

長
岡
空
襲
で
亡
く
な
っ
た
人
び
と

の
め
い
福
を
祈
り
、
花
を
生
け
ま
す
。

日
時
�
８
月
１
日
a
午
前
10
時
〜
午

後
１
時

会
場
�
な
が
お
か
市
民
セ

ン
タ
ー
１
階

持
ち
物
�
花
一
輪

□[
長
岡
い
け
ば
な
の
会
・
久
力
さ
ん

�
32
・
１
８
２
７

K
L
M
�
\
�
]
�

^
_
G
`
e
N

日
時
�
８
月
１
日
a
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

会
場
�
中
央
図
書
館

講
堂

講
話
�
加
藤
孝
子
さ
ん
ほ
か

参
加
料
�
無
料

□[
長
岡
・
憲
法
を

く
ら
し
に
生
か
す
市
民
の
会
・
那
須

さ
ん
�
32
・
３
６
３
８

■
g
h
i
j
k
�
2
9
l
�
m
n
o

i
p
R
k
�
2
q
r
s
t
V

シ
ー
ツ
で
旗
を
作
り
ま
す
。

日
時
�
８
月
３
日
H
午
後
１
時
〜
３

時

会
場
�
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ

ー
前
長
岡
ま
つ
り
わ
ん
ぱ
く
広
場（
雨

天
の
場
合
は
市
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室
）

参
加
料
�
５
０
０
円

定
員
�
20
人

持
ち
物
�
古
シ
ー
ツ
、
古
タ
オ
ル
数

枚

□I
７
月
20
日
祝u
ま
で
に
長
谷
川

さ
ん
�
29
・
６
１
４
０
へ

vw

x
y
z
{
|
}
~
�

�
��
�
�
�
�
�

�
��
�
�
�
�
�

�
�
�
�
��

��
�
�
�
�
�

�
-
U
�
-
�
G
�
�
�
n
�

2
�
�
5
�
�
�
q
�
�

花
火
大
会
の
当
日
は
、
国
営

越
後
丘
陵
公
園
の
臨
時
駐
車
場

か
ら
西
長
岡
は
な
み
ず
き
団
地

内
（
花
火
大
会
会
場
ま
で
徒
歩

10
分
）
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。
臨
時
駐
車
場
の

利
用
料
金
は
１
台
１
、
０
０
０

円
（
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
代
含
む
）

で
す
。

な
お
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行

の
た
め
大
島
・
希
望
が
丘
・
日

越
地
区
の
一
部
で
交
通
規
制
を

行
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
 
O
G
¡
¢

£
¤
¥
�
G
¦
§
¨
£

旧
新
潟
地
方
裁
判
所
長
岡
支

部
跡
地
（
信
濃
２
）
と
太
子
公

園
（
日
赤
町
３
）
に
自
転
車
駐

輪
場
を
設
置
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
©
ª
«
¬
�

¦
­
®
�

花
火
大
会
の
ご
み
処
理
は
、

大
会
の
翌
日
に
実
施
し
ま
す
。

近
隣
町
内
の
み
な
さ
ん
に
は
、

朝
早
く
か
ら
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
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z{|ÆÇÈÉÊËÌÍÎ»ÏÐÑÒ
期間＝７月25日a～９月１日�（月曜日は休館）
〔利用時間〕
○温水プール＝午前10時～午後５時
○プラネタリウム＝午前11時、午後１時30分・３時20分
○科学コーナー＝午前９時30分～午後５時
※期間中、プラネタリウムの入場無料（高校生以下）。
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日
時
�
７
月
21
日
�
午
前
６
時

〜
９
時
（
雨
天
決
行
）

観
察

地
�
柿
町
周
辺

集
合
�
「
柿
」

バ
ス
停
前

対
象
�
小
学
生
〜

一
般

参
加
料
�
50
円

持
ち

物
�
観
察
用
具
、
筆
記
用
具

申
し
込
み
�
７
月
18
日
a
ま
で

�
(
)
*
/
d
ç
è
	



昆
虫
を
観
察
・
採
集
し
て
、

昆
虫
標
本
の
作
成
方
法
を
学
び

ま
す
。

〔
観
察
・
採
集
〕
日
時
�
７
月

27
日
H
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

３
時
（
雨
天
中
止
）

観
察
地

�
東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド

集
合
�
東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン

ド
・
ロ
ッ
ジ
上
の
駐
車
場

持

ち
物
�
採
集
用
具
、
筆
記
用
具
、

昼
食

〔
標
本
づ
く
り
〕
日
時
�
７
月

28
日
�
午
前
10
時
〜
正
午
（
前

日
の
観
察
・
採
集
が
中
止
の
場

合
は
中
止
）

会
場
�
中
央
公

民
館
工
作
室

◇

◇

対
象
�
小
学
生
〜
一
般

参
加

料
�
50
円

申
し
込
み
�
７
月

25
日
a
ま
で

�
(
)
*
/
d
é
ê
ë
ì
�

日
時
�
７
月
28
日
�
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
２
時
（
雨
天
中
止
）

観
察
地
�
東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ

ン
ド

集
合
�
東
山
フ
ァ
ミ
リ

ー
ラ
ン
ド
Ａ
駐
車
場

対
象
�

小
学
生
〜
一
般

参
加
料
�
50

円

持
ち
物
�
新
聞
紙
、
ビ
ニ

ー
ル
袋
、
筆
記
用
具
、
昼
食

申
し
込
み
�
７
月
25
日
a
ま
で

'
ç
è
�
f
q
í
	



世
界
の
代
表
的

な
カ
ブ
ト
ム
シ
の

標
本
を
使
っ
て
、

楽
し
く
学
び
ま
す
。
最
近
発
見

さ
れ
話
題
に
な
っ
た
種
も
多
く

紹
介
し
ま
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
８
月
４
日
�
午
前
10
時

〜
正
午

集
合
�
科
学
博
物
館

展
示
室

対
象
�
小
学
生
〜
一

般

参
加
料
�
無
料

î
ï
ð
�
Z
>
?
ñ
ò

日
時
�
８
月
８
日
a
午
前
９
時

〜
午
後
３
時

会
場
�
小
国
和

紙
生
産
組
合
（
刈
羽
郡
小
国
町
）

集
合
�
科
学
博
物
館
前
に
午
前

８
時
50
分

対
象
�
小
学
生
〜

中
学
生

参
加
料
�
６
０
０
円

持
ち
物
�
筆
記
用
具
、
昼
食
、

水
筒

申
し
込
み
�
８
月
５
日

J
ま
で

ó
ô
õ
ö
÷
ø

R
ù
ú
û
ü
�
ý
W
Vþ
ÿ

重
要
文
化
財
指
定
（
３
月
22

日
答
申
）
の
た
め
、
文
化
庁
に

貸
し
出
し
て
い
た
「
馬
高
遺
跡

出
土
品
」（
３
０
０
点
）
が
長
岡

に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
科
学
博
物
館
の
考
古

展
示
室
で
常
設
展
示
し
て
い
ま

す
。「
火
焔
土
器
」
を
は
じ
め
と

す
る
縄
文
文
化
の
至
宝
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
ff
B
�
ê
�

�
�
�
�
G
�
�
�
�

７
月
16
日
�
か
ら
９
月
１

日
�
ま
で
の
間
は
、
休
ま
ず

開
館
し
ま
す
。
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5
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日
時
�
７
月
26
日
.
午
前
９
時
〜
午

後
４
時

内
容
�
ほ
場
案
内
、
ミ
ニ

講
演
会
、
パ
ネ
ル
展
示
、
実
演
体
験

会
場
・
□[
県
農
業
総
合
研
究
所
（
長

倉
町
）
�
35
・
０
０
４
７

K
3
6
5
8
i
p
G
�
�
�
�

内
容
・
日
時
�
①
講
演
「
混
迷
政
局

・
小
泉
政
権
」
…
７
月
27
日
H
午
後

１
時
か
ら
②
中
国
茶
を
楽
し
む
会
…

７
月
27
日
H
午
後
３
時
か
ら

講
師

�
①
政
治
評
論
家
・
浅
川
博
忠
さ
ん

②
中
国
茶
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
・
浅
川

恵
子
さ
ん

会
場
�
厚
生
会
館
小
ホ

ー
ル

定
員
�
各
70
人

参
加
料
�

各
１
、０
０
０
円

□I
マ
イ
ス
キ
ッ
プ

・
渡
辺
さ
ん
�
37
・
１
０
２
２

K
n
8
9
�
:
�

R
;
<
k
�
k
-
�
=
£
h
6
�

�
 
>
�
2
?
�
 
V�
�
�
�

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
７
月
28
日
�
午
前
10
時
〜
午

後
５
時

会
場
�
長
岡
大
学

□[
長

岡
大
学
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
・
久
保

さ
ん
�
39
・
１
９
０
２

K
-
.
/
¨
 
@
 
A
B
?
�

C
D
E
�
�
�
�
�

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
７
月
28
日
�
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

内
容
�
魚
類
の
解
剖
、
タ

ッ
チ
プ
ー
ル
、
魚
の
飼
い
方
の
相
談

な
ど

□[
内
水
面
水
産
試
験
場
（
大

川
原
町
）
�
22
・
２
１
０
１

K
F
ï
G
G
7
8
H
�
2
�
�
�
�

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
７
月
31
日
b
午
後
６
時
30
分

vI
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L
M
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O
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R
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v
�
w
x
yz
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期
間
�
７
月
18
日
a
〜
９
月
１

日
�
（
期
間
中
無
休
）

会
場

�
科
学
博
物
館

内
容
�
「
雪

華
図
説
」、「
続
雪
華
図
説
」、
人

工
雪
実
験
装
置
、
雪
結
晶
の
写

真
な
ど
を
展
示
・
解
説

q
s
~
ß
�
�p
�
�
�
É

�
�
�
�
�
�Ô
yz
{
|
}

雪
や
氷
の
実
験
と
観
察
21
種

類
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
お
よ
び
冬
期

（
12
月
下
旬
〜
１
月
中
旬
実
施

予
定
）
の
コ
ー
ス
に
１
回
ず
つ

参
加
す
る
と
、
日
本
雪
氷
学
会

か
ら
「
ゆ
き
が
き
認
定
証
」
が

贈
ら
れ
ま
す
。

〔
Ａ
コ
ー
ス
〕

内
容
�
南
極
の
氷
の
観
察
、
過

冷
却
の
実
験
な
ど

期
日
�
７

月
25
日
〜
８
月
29
日
の
木
曜
日

開
始
時
間
�
午
前
９
時
30
分
・

11
時
、
午
後
１
時
・
２
時
30
分

・
４
時
（
所
要
時
間
１
時
間
）

会
場
�
長
岡
雪
氷
防
災
研
究
所

（
栖
吉
町
字
前
山
）

定
員
�

各
回
25
人

持
ち
物
�
防
寒
着
、

手
袋
、
筆
記
用
具

〔
Ｂ
コ
ー
ス
〕

内
容
�
雪
の
結
晶
づ
く
り
、
ダ

イ
ア
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
実
験
な
ど

期
日
�
７
月
20
日
〜
９
月
１
日

の
金
〜
日
曜
日

時
間
�
午
前

９
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時

30
分
〜
４
時

会
場
�
科
学
博

物
館

定
員
�
各
回
20
人

持

ち
物
�
手
袋
、
筆
記
用
具

◇

◇

対
象
�
小
学
生
〜
一
般
（
Ａ
・

Ｂ
両
コ
ー
ス
に
参
加
で
き
る
人
）

申
し
込
み
�
前
日
ま
で
に
直
接

ま
た
は
電
話
で
科
学
博
物
館
へ

�
n
�
�p
q
r
s
Ý
»
t
u
v
�
�
Â
Á
y

▲雪華図説（江戸時代に
日本で最初につくられた
雪結晶図集）

����� ����������
世界の代表的なカブトムシ標本600種、4,000
頭を展示しています。
期間＝７月９日�～９月８日�

（７月15日と９月２日は休館）
会場＝科学博物館展示室 入館料＝無料

問い合わせ 科学博物館������� 
▲セレベス産
シカクカブト

▲火焔土器
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夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

期
日
�
８
月
９
日
�
〜
11
日
�
（
２

泊
３
日
、
雨
天
決
行
）

会
場
�
長

岡
市
営
キ
ャ
ン
プ
場

対
象
�
小
学

４
年
〜
中
学
３
年
生

定
員
�
30
人

参
加
料
�
１
８
、０
０
０
円

□�
・
□�

７
月
22
日
�
ま
で
に
「
わ
ん
ぱ
く
共

和
国
」
事
務
局
・
野
村
さ
ん
�
35
・

６
０
４
４
（
午
後
７
時
〜
10
時
）
へ

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
c
�
�
�

日
時
�
８
月
10
日
�
午
後
２
時
か
ら

会
場
�
市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル

料
金

（
全
席
自
由
）
�
１
、０
０
０
円
（
当

日
２
０
０
円
増
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売

�
市
立
劇
場
、
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
、

ツ
モ
リ
レ
コ
ー
ド
店
、
北
越
楽
器

□�
杉
並
児
童
合
唱
団
と
長
岡
の
友
だ

ち
実
行
委
員
会
・
志
水
さ
ん
�
35
・

２
７
５
６

�
 
!
"
#
$
%
&
'

大
野
風
柳
さ
ん
の
川
柳
ト
ー
ク
「
相

田
み
つ
を
の
世
界
」
も
行
わ
れ
ま
す
。

日
時
�
８
月
11
日
�
午
前
10
時
か
ら

会
場
�
東
泉
閣
（
柏
町
２
）

参
加

料
�
１
、０
０
０
円

宿
題
（
各
題
２

句
）
�
「
太
鼓
」「
帰
省
」「
人
形
」

「
土
」「
声
」「
花
火
」

席
題
（
２

題
）
�
当
日
発
表

欠
席
投
句
�
７

月
31
日
(
ま
で
に
雅
号
、
ふ
り
が
な

を
記
入
し
、
投
句
料
５
０
０
円
（
切

手
可
）
を
添
え
て
、
〒
９
４
０
｜
０

８
６
１
川
崎
町
１
９
４
２
の
５
鈴
木

武
雄
さ
ん
�
34
・
７
０
０
６
へ

)*

特
別
企
画

「
リ
リ
ッ
ク
あ
そ
び
の
国
」

期
日
�
８
月
17
日
�

☆
全
館
開
放
（
入
場
無
料
）

時
間
�
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

会
場
�
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
コ

ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
、
ス
タ
ジ
オ

な
ど

内
容
�
①
ブ
ラ
ッ
ク
ラ

イ
ト
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
②
楽
器

さ
わ
り
体
験
③
ね
こ
メ
イ
ク
④

ダ
ン
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＆
ス

テ
ー
ジ
体
験
（
事
前
に
申
し
込

み
必
要
）
⑤
え
ほ
ん
展
示
コ
ー

ナ
ー
⑥
ね
こ
の
家

☆
月
猫
え
ほ
ん
音
楽
会

時
間
�
午
後
４
時
〜
５
時
30
分

会
場
�
リ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル
・
シ
ア
タ
ー

対
象
�
４
歳
以
上

料
金
�
１
、０
０
０
円

（
全
席
自
由
）

+
,
-
.
/
0
1
2
3
4
5
6

7
8
-
9
0


:
;
<

高
校
生
を
対
象
と
し
た
演
劇

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

稽
古
日
�
８
月
10
日
�
か
ら
週

末
を
中
心
に
計
16
回

発
表
公

演
�
９
月
23
日
祝=

会
場
�
リ

リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
シ
ア
タ
ー
、

ス
タ
ジ
オ

参
加
料
�
無
料

申
し
込
み
�
７
月
31
日
(
ま
で

>
2
c
�
c
?
@
A
B
B
C
/

弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
講
習

会
で
す
。

指
導
�
大
関
博
明
さ
ん
、
市
坪

俊
彦
さ
ん
、
林
俊
昭
さ
ん

講

習
会
�
計
６
回
・
12
日
間
（
初

回
は
８
月
10
日
�
・
11
日
�
）

演
奏
会
�
平
成
15
年
１
月
13
日

祝=

会
場
�
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
、
ス
タ

ジ
オ

対
象
�
小
学
５
年
生
以

上
の
経
験
者

受
講
料
�
３
０
、

０
０
０
円

申
し
込
み
�
７
月

22
日
�
ま
で

D
E
F
G
d
H
I
J
�
0

K
L
�
M
N
O

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
�
９
月
６
日

�

公
開
レ
ッ
ス
ン
�
９
月
７

日
�

公
演
�
９
月
14
日
�

会
場
�
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
コ

ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

応
募
資
格

�
18
〜
35
歳

参
加
料
�
５
、０

０
０
円

申
し
込
み
�
７
月
31

日
(
ま
で

P
Q
R
c
R
c
0
S
5
T
U
V

タ
ン
ゴ
、
フ
ラ
メ
ン
コ
、
コ

ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
ダ
ン
ス
を

本
格
的
な
舞
台
で
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

日
時
�
10
月
９
日
(
午
後
６
時

開
演

会
場
�
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
シ
ア
タ
ー

対
象
者
�
小

学
４
年
生
〜
高
校
生
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
可
）

定
員
�

４
５
０
人

入
場
料
�
無
料（
全

席
自
由
）

申
し
込
み
�
９
月

10
日
W
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

の
往
信
の
裏
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
児
童
生
徒
氏
名
、
学
校
名
、

学
年
、
電
話
番
号
、
同
伴
保
護

者
氏
名
を
、
返
信
の
表
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
保
護
者
氏
名
を

記
入
し
、
〒
９
４
０
｜
２
１
０

１
寺
島
町
３
１
５
長
岡
リ
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル
内
X
長
岡
市
芸
術
文

化
振
興
財
団
事
務
局
「
本
物
の

舞
台
芸
術
」
担
当
へ
（
は
が
き

１
枚
に
つ
き
５
人
ま
で
、
申
し

込
み
多
数
の
場
合
抽
選
）

Y
,
2
Z
�
[
�
.
c
\

]
^
_
`
�



11
月
２
日
�
か
ら
４
日
休=
ま

で
行
わ
れ
る
演
劇
祭
「
シ
ア
タ

ー
ゴ
ー
イ
ン
グ
２
０
０
２
」
を

運
営
す
る
実
行
委
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

g
h
i
j
k
l
m
n
o
p
q
r
s
t
u

�
vw
x
y
y
z
{

|}~���x�t�������|�

「ホーム・スイートホーム」は、高
齢者を抱える家庭が崩壊の危機を迎
えながらも、明るく再生していく様
子を描き、高齢社会や介護のあり方
などに多くの問題提起をしています。
字幕もありますので、耳の不自由
な人もご覧いただけます。
日時＝７月13日�午後１時30分から
会場＝市立劇場大
ホール（保育あり）
入場料＝1,000円
チケット販売＝市
立劇場ほか
問い合わせ＝福祉総務課�39・2217、
国際文化課�39・2251、ライオンズ
クラブ事務局�33・5200

代表作「長岡の花火」（貼絵）を中
心に、作品、遺品100余点を一挙公開。

期間＝７月23日W～８月７日(
（月曜休館）

会場＝長岡市美術センター
（中央図書館２階）

入場料＝500円（中学生以下無料）
市役所４階国際文化課、市民セン

ター１階地球広場で前売券販売中。

７月23日W午前10時から長岡市美
術センター入口で、開場式がありま
す。山下浩さん（山下清のおい）を
お招きします。
問い合わせ 国際文化課

��������

��������
hi����kl�

�

▲長岡の花火（貼絵）

��
�
�
�
�
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¡
¢
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時
間
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、

平
日
・
土
曜
日
が
午
前
９
時
〜

午
後
９
時
、
日
曜
・
祝
日
が
午

前
９
時
〜
午
後
６
時
30
分
で
す
。

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

「
地
球
広
場
」（
１
階
）

�
39
・
２
７
１
４

Ò
Ó
Ô
�
�
Õ
�
0

Ö
×
Ø
Ù
Ú

姉
妹
都
市
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス

市
の
「
カ
ウ
タ
ウ
ン
マ
ラ
ソ
ン
」

に
参
加
し
た
長
岡
の
消
防
士
が

見
て
き
た
消
防
施
設
や
隊
員
と

の
交
流
風
景
の
写
真
、
消
防
服

な
ど
を
展
示
、
紹
介
し
ま
す
。

期
間
�
７
月
３
日
(
〜
22
日
�

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
３
階
）

�
32
・
０
０
２
２

Ò
�
Û
Ü


Ý
Þ

7
ß
�
@


à
á
â
ã
â
<

日
時
�
７
月
24
日
(
午
後
１
時

30
分
〜
３
時

会
場
�
２
階
２

０
２
会
議
室

定
員
�
30
人

講
師
�
キ
リ
ン
ビ

ー
ル
㈱
お
客
様
満

足
推
進
部
職
員

ち
び
っ
こ
広
場（
４
階
）

�
39
・
２
７
７
５

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
は
利
用
を

一
部
制
限
す
る
場
合
あ
り
。

+
ä
å
ç
ã
Z
.
è

親
子
で
で
き
る
簡
単
な
手
遊

び
や
体
操
を
行
い
ま
す
。

日
時
�
７
月
10
日
(
・
17
日
(

・
24
日
(
、
８
月
７
日
(
の
午

前
10
時
45
分
か
ら（
15
分
程
度
）

>7
.
c
Ó
é
c
�
ê
ë
ì
�
í

�
C
�
�
î
<
ï
ð
ñ
ò

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
�
７
月
16
日
W
午
前
11
時

か
ら

対
象
�
２
〜
６
ヵ
月
の

乳
児
と
保
護
者

定
員
�
10
組

D
ó
ô
õ
R
.
ö
÷
C
/
ø

ù
ú
M
û

ど
こ
で
も
簡
単
に
で
き
る
体

操
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時
�
７
月
26
日
�
午
前
11
時

か
ら

対
象
�
乳
幼
児
と
保
護

者P
ó
ô
ü
â
á
ý
]
ð
ñ
ò

身
近
な
道
具
を
使
っ
て
、
科

学
の
楽
し
さ
や
不
思
議
を
体
験

し
ま
す
。

日
時
�
８
月
７
日
(
午
後
１
時

か
ら

対
象
�
小
学
１
〜
３
年

生
と
保
護
者

定
員
�
20
組

Y
þ
ÿ
ff
�

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
、
子
ど
も
と
の
接
し
方
な
ど

に
つ
い
て
、
相
談
員
と
一
緒
に

考
え
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

時
間
�
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分ち

び
っ
こ
広
場
で
は
、
保
育

士
が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
１
階
）

+
I
�
�
�
î
J
�
�


Ú
�

期
間
�
７
月
17
日
(
〜
26
日
�

>
�
�
�
�
	
�
Ú



a
c
I
b
c
d
e



障
害
を
持
つ
人
の
作
品
で
す
。

期
間
�
７
月
29
日
�
〜
８
月
４

日
�

そ
の
他
の
催
し

+
Ö
×
f
�
�

a
.
�
�


�
�

期
間
�
７
月
３
日
(
〜
22
日
�

会
場
�
２
階
ロ
ビ
ー

>
7
�


�
�
�
�
$
<Ø
Ù

�
c
�
0
�
�
�
�
�
Ú

期
間
�
７
月
12

日
�
〜
22
日
�

会
場
�
１
階
ま

ち
の
情
報
コ
ー

ナ
ー

D
2
�
�
0
�
b
C
/
�
.
?

日
時
�
７
月
13
日
�
①
午
後
０

時
30
分
か
ら
②
午
後
４
時
か
ら

会
場
�
地
階
イ
ベ
ン
ト
広
場

P
�
$
�
�

�
�
�
�

�
Ü
Ú
�

期
間
�
７
月
14
日
�
〜
31
日
(

会
場
�
１
階
ロ
ビ
ー

Y
�
�
�
�
 
!
å
 
!
"

#
ø
$
%
&
'
(


Ú
�

旧
長
岡
赤
十
字
病
院
正
面
玄

関
ド
ア
も
展
示
し
ま
す
。

期
間
�
７
月
20
日
祝=
〜
８
月
19

日
�

会
場
�
１
階
ロ
ビ
ー

)
*
ï
+
,
�
þ
ÿ
�
�
ö
�

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時
�
７
月
22
日
�
・
31
日
(
、

８
月
５
日
�
・
12
日
�
の
午
後

１
時
30
分
〜
４
時

会
場
�
３

０
２
会
議
室
（
７
月
31
日
は
２

０
４
会
議
室
）

相
談
員
�
長

岡
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
職
員
（
７
月
31
日
、
８
月
12

日
）、
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
７

月
22
日
、
８
月
５
日
）

問
い

合
わ
せ
�
長
岡
市
障
害
者
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
�
47
・
２
２
０

８
、
-
47
・
２
２
０
６

´
.
/
�
j
0
1
2
3
4
�
5
Ã
6
7
8
9�
æw
x
:
y
;
<

ウ
ィ
ル
な
が
お
か（
２
階
）

�
39
・
２
７
４
６

+
7
=
>
�
?
@


A
B
A

C
B
A
D
B
<
�
E
@
Ú

「
働
く
母
の
会
」
の
47
年
間

の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

期
間
�
７
月
21
日
�
ま
で

>
F
b
@
G
H
 
I
þ
ÿ
ò

女
性
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
に
つ
い
て
、
相
談
員
が
一

緒
に
考
え
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
電
話
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
か
ら
だ
・
性
の
悩
み
〕

日
時
�
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時

〔
こ
こ
ろ
の
悩
み
〕

日
時
�
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

D
F
b
@
G
H
 
I

J
�
è
K
�
î


T
L
M

N
OOP
Q

��RR
R
ST
UOV
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W
X
Y
X
Z
[
X
SW
UUY
X
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�

☆
掲
示
板
「
ウ
ィ
ル
で
お
し
ゃ

べ
り
！
」
が
ス
タ
ー
ト

市
民
の
み
な
さ
ん
が
意
見
や

情
報
を
交
換
で
き
る
掲
示
板
で

す
。
パ
ソ
コ
ン
上
で
気
軽
に
お

し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う
。

☆
メ
ー
ル
情
報
サ
ー
ビ
ス
会
員

募
集
中

メ
ー
ル
情
報
サ
ー
ビ
ス
「
ウ

ィ
ル
だ
よ
り
」
は
、
ウ
ィ
ル
な

が
お
か
主
催
の
講
座
・
イ
ベ
ン

ト
情
報
な
ど
を
お
送
り
し
ま
す
。

８/８
^

期
日

家
庭
内
の
困
り
ご

と
内

容

家
庭
児
童

相
談
員

担
当

25
^

18
^
７/11
^

幼
児
期
の
食
事

乳
児
期
の
健
康

家
庭
内
の
困
り
ご

と

栄
養
士

保
健
師

家
庭
児
童

相
談
員



持
ち
物
�
運
動
の
で
き
る
服
装

申
し
込
み
�
市
民
体
育
館
�
34

・
２
７
０
０

問
い
合
わ
せ
�

長
岡
市
な
ぎ
な
た
協
会
事
務
局

・
高
野
さ
ん
�
33
・
５
９
１
５

�
�
�
�
�
�
�
�

	
�


a
b

日
時
�
７
月
25
日

c
・
26
日
d
午
前

８
時
か
ら

会
場

�
希
望
が
丘
テ
ニ
ス
場
ほ
か

種
目
�
25
日
…
小
学
生
・
高
校

２
年
生
、
26
日
…
中
学
生
・
高

校
１
年
生
の
各
男
女
シ
ン
グ
ル

ス

参
加
料
�
１
、０
０
０
円

申
し
込
み
�
所
定
の
用
紙
で
７

月
10
日
e
ま
で
に
希
望
が
丘
テ

ニ
ス
場
・
石
原
さ
ん
�
29
・
１

４
８
９
へ

f
�
�


�
�
�
�
�
�
�

日
時
�
７
月
27
日
�
・
28
日
�
、

８
月
３
日
�
・
４
日
�
午
前
９

時
45
分
〜
10
時
45
分

会
場
�

悠
久
山
屋
外
ダ
イ
ビ
ン
グ
プ
ー

ル

対
象
�
小
学
３
年
生
以
上

参
加
料
�
５
０
０
円

申
し
込

み
�
悠
久
山
プ
ー
ル
�
35
・
６

３
６
８

�
�
�
�
�
�
�
a
b

日
時
�
７
月
28
日
�
午
前
９
時

か
ら

会
場
�
市
民
体
育
館

種
目
�
一
般
、
高
校
生
、
中
学

１
年
生
、
中
学
２
年
生
（
以
上

各
男
女
）、
小
学
生
男
女
混
合
（
５

年
生
以
上
・
４
年
生
以
下
）、
公

民
館
卓
球
教
室
（
男
子
…
49
歳

以
下
・
64
歳
以
下
・
65
歳
以
上
、

女
子
…
54
歳
以
下
・
55
歳
以
上
）

参
加
料
�
一
般
７
０
０
円
、
高

校
生
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生

３
５
０
円
、
公
民
館
卓
球
教
室

５
０
０
円

申
し
込
み
�
７
月

12
日
d
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
で
、

中
学
生
の
部
は
南
中
学
校
�
32

・
１
５
７
７
、
�
34
・
５
１
４

５
、
そ
の
ほ
か
は
市
民
体
育
館

�
34
・
２
７
０
０
、
�
34
・
２

８
０
８
へ

�
�
�
	
�


�
� 
!
"
#

日
時
�
８
月
６
日
$
・
９
日
d

・
17
日
�
・
20
日
$
・
23
日
d

の
午
後
７
時
〜
９
時（
計
５
回
）

会
場
�
希
望
が
丘
テ
ニ
ス
場

定
員
�
45
人

参
加
料
�
４
、０

０
０
円

申
し
込
み
�
７
月
22

日
%
ま
で
に
往
復
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
経
験

年
数
を
記
入
し
、
〒
９
４
０
ー

０
０
９
７
山
田
１
の
４
の
14
棚

橋
義
孝
さ
ん
�
32
・
０
６
９
２

（
午
後
８
時
以
降
）
へ
（
申
し

込
み
多
数
の
場
合
抽
選
）

&
'
(
)
*
�
�

日
時
�
８
月
27
日
$
〜
10
月
12

日
�
の
毎
週
火
・
木
・
土
曜
日

午
後
７
時
〜
８
時
30
分
（
９
月

17
日
を
除
く
計
20
回
）

会
場

�
市
民
体
育
館
弓
道
場

対
象

�
中
学
生
と
保
護
者
５
組

参

加
料
�
１
組
７
、０
０
０
円

申

し
込
み
�
８
月
25
日
�
ま
で
に

武
樋
さ
ん
�
０
９
０
・
８
９
４

４
・
１
６
９
２
へ

説
明
会
�

８
月
26
日
%
午
後
６
時
30
分
か

ら
市
民
体
育
館
弓
道
場

□+
土
田
さ
ん
�
33
・
２
７
４
０

,
-
.
�
/
�
�


b
0
1
2

一
緒
に
楽
し
く
踊
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
�
毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
〜
正

午

会
場
�
中
央
公
民
館

会
費
�

月
１
、０
０
０
円

持
ち
物
�
運
動
靴

□+
ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
２
０
０
０
・
小

林
さ
ん
�
33
・
０
０
４
１

,
3
4
5
6
7
8
9
�
:
;
<
3
-

=
>


?
@
A
B
 
C
D
#

日
時
�
毎
月
第
３
土
曜
日
午
前
10
時

〜
11
時
30
分

会
場
�
桜
花
園
体
育

館
（
西
津
町
）

対
象
�
１
人
で
参

加
で
き
る
知
的
障
害
児
・
者
（
保
護

者
同
伴
可
）

内
容
�
ダ
ン
ス
・
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
＋
武
道
、
ボ
ク
サ
サ
イ

ズ
な
ど

□+
参
加
前
日
ま
で
に
桜
花

園
・
江
畠
さ
ん
�
47
・
５
５
２
５
、

�
47
・
２
２
０
２
へ

EF

GHIJKILMNOPQIRNS
７月27日�正午から、市営スキー場

にサマースキーゲレンデがオープンし
ます。450㍍のコースは、雪上スキーと
同じ感覚で滑走でき、初心者から上級
者まで楽しめます。
コース全長＝450T リフト＝ペアリフ
ト１基 期間＝11月15日dまで 時間
＝午前９時～午後５時 休場日＝毎週
水曜日（ただし、祝日および７月31日～
８月28日の水曜日は営業）

※スキー靴、手袋が必要です（レンタルスキー靴あ
り、１回300円）。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
☆無料体験滑走
日時＝７月21日�～23日$午前９時～午後５時

☆ナイター営業（サマーボブスレーも同時営業）
期間＝７月27日～10月26日の毎週土曜日（８月３日
を除く）、８月14日e～16日d 時間＝午後９時まで

問い合わせ 市営スキー場�UVWXXXY

Z[\]^_`ghij]^_
klmnopqr

７月１日%～９月15日祝s
（屋外プールは９月７日�まで）

プール内では、潜水用具や直径１メートル以上の
浮き具、足入れ浮き輪など、他人の迷惑となるもの
や危険なものは使用できません。
７月10日・11日、８月４日・８日・16日、９月４

日は水泳大会のため、悠久山プール（屋内温水プー
ルも）の一般開放は休みます。また、悠久山屋外プ
ールのナイター営業は、天候などにより、時間を変
更することがあります。

tuvwxy`z{|}^~��
�����������

工事のため今年度中、北部運動公園の使用区域が
一部制限されています。また、第２スポーツ広場ま
での道路が通行できませんので、う回路をご利用く
ださい。
ご協力をお願いします。

問い合わせ スポーツ振興課�UXW����

使

用

料

サマースキー
用具
滑走用板
ストック
プロテクター

90分券 ３時間券 １日券
大人 700円 1,200円 1,600円

小学生以下 400円 600円 800円
団体

（20人以上） 500円 800円 1,000円

サマーリフト

１回券
６回券
３時間券
１日券

100円
500円
800円
1,000円

悠久山屋外プール 悠久山屋内温水プール 希望が丘プール
期 間 時 間 期 間 時 間 期 間 時 間
7/1～6
8/1～3
8/13～16
8/27～9/15

午前９時
30分～午
後５時

7/1～9/15

午前９時
30分～午
後８時30
分 ただ
し、8/1～
3・13～16
は午後５
時まで

7/1～20
8/1～3
8/13～16
8/21～9/7

午前９時
30分～午
後５時
ただし、
8/2・3は
午後４時
まで

7/7～31
8/5～12
8/17～26

午前９時
30分～午
後８時30
分（ナイタ
ー営業）

7/21～31
8/4～12
8/17～20

午前９時
30分～午
後６時30
分

料金区分
個 人 団体（20人以上）
１日（１回）２時間まで １時間超ごとに

大 人 400円 200円 100円
高齢者（満65歳以上）

300円 100円 50円
高校生
中学生以下（３歳以下は無料） 150円 50円 30円

問い合わせ 悠久山プール �UYW�U��
希望が丘プール�X�W���Y
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各
種
目
と
も
事
前
に
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会
〉

日
時
�
７
月
27
日
�
・
28
日
�

午
前
９
時
か
ら

会
場
�
河
川

公
園
サ
ッ
カ
ー
場

参
加
料
�

無
料

問
い
合
わ
せ
�
長
岡
市

サ
ッ
カ
ー
協
会
・
柏
木
さ
ん
�

37
・
０
３
０
１

〈
弓
道
大
会
〉

日
時
�
７
月
28
日
�
午
前
９
時

か
ら

会
場
�
市
民
体
育
館
弓

道
場

参
加
料
�
５
０
０
円

〈
駅
伝
競
走
大
会
〉

日
時
�
７
月
31
日
e
午
後
５
時

30
分
か
ら

会
場
�
市
営
陸
上

競
技
場

参
加
料
�
１
チ
ー
ム

２
、０
０
０
円

〈
柔
道
大
会
〉

日
時
�
８
月
４
日
�
午
前
９
時

か
ら

会
場
�
市
民
体
育
館
大

ア
リ
ー
ナ

参
加
料
�
１
チ
ー

ム
２
、０
０
０
円

〈
相
撲
大
会
〉

日
時
�
８
月
９
日
d
午
後
０
時

30
分
か
ら

会
場
�
悠
久
山
相

撲
場

参
加
料
�
無
料

〈
社
会
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
〉

日
時
�
８
月
９
日
d
〜
11
日
�

午
後
６
時
20
分
か
ら
（
11
日
は

午
前
９
時
20
分
か
ら
）

会
場

�
南
部
体
育
館

参
加
料
�
１

チ
ー
ム
３
、５
０
０
円

〈
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
〉

日
時
�
８
月
10
日
�
午
前
９
時

か
ら

会
場
�
河
川
公
園
特
設

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

参
加
料
�

１
チ
ー
ム
３
、０
０
０
円

問
い

合
わ
せ
�
長
岡
地
区
老
連
事
務

局
・
広
川
さ
ん
�
34
・
４
４
８
９

〈
河
井
継
之
助
記
念

蒼
龍
旗
争
奪
剣
道
大
会
観
覧
〉

日
時
�
８
月
18
日
�
午
前
８
時

30
分
か
ら

会
場
�
市
民
体
育

館
大
ア
リ
ー
ナ

¬
­
®
�
�
�
�
®
=


�

日
時
�
毎
週
火
・
木
曜
日
①
午

前
10
時
〜
正
午
②
午
後
７
時
〜

９
時

会
場
�
市
民
体
育
館
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室

対
象
�
中
学

生
以
上

定
員
�
各
4
人

持

ち
物
�
運
動
の
で
き
る
服
装
、

内
ば
き

申
し
込
み
�
希
望
日

の
２
日
前
ま
で
に
市
民
体
育
館

�
34
・
２
７
０
０
へ
（
要
施
設

利
用
料
）

æ
¯
°
±
²
³
²
´
�
�

日
時
�
７
月
11
日
c
・
18
日
c

・
25
日
c
、
８
月
８
日
c
・
22

日
c
（
計
５
回
）
午
後
７
時
〜

８
時

会
場
�
市
民
体
育
館
第

二
武
道
場

参
加
料
�
１
、５
０

０
円
（
初
回
に
、
保
険
料
込
）

µ¶·¸¹ �º»¼½¾¿¼ÀÁÂ�oÀoÀ�Ã¿ÄÀÀ��
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C
D
#

日
時
�
８
月
11
日
�
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

会
場
�
市
立
劇
場
大
ホ
ー

ル

対
象
�
小
・
中
学
生
と
保
護
者

定
員
�
１
、５
０
０
人

□+
７
月
８
日

%
〜
19
日
d
に
最
寄
り
の
長
岡
信
用

金
庫
に
置
い
て
あ
る
特
別
鑑
賞
券
申

込
書
に
記
入
し
、
窓
口
へ（
入
場
券
と

引
き
換
え
）
□ô
�
長
岡
信
用
金
庫
業

務
部
�
37
・
５
４
３
４

,
õ
®
ö
ð
÷
ø
ù
¤
¥
¦

ë
ú
û
ü
@
B
÷
ø
ù
ñ 
C
D
#

期
日
�
８
月
18
日
�

内
容
・
時
間

�
①
小
さ
い
子
向
き
紙
芝
居
…
午
後

１
時
30
分
〜
２
時
②
大
き
い
子
向
き

紙
芝
居
…
午
後
２
時
10
分
〜
２
時
50

分
③
講
座
「
子
供
た
ち
を
紙
芝
居
に

ひ
き
つ
け
る
方
法
」
…
午
後
３
時
〜

３
時
40
分

会
場
�
な
が
お
か
市
民

セ
ン
タ
ー
①
ち
び
っ
こ
広
場
②
イ
ベ

ン
ト
広
場
③
会
議
室

□+
７
月
31
日

e
ま
で
に
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー

ち
び
っ
こ
広
場
�
39
・
２
７
７
５
へ

□ô
全
国
紙
芝
居
ま
つ
り
長
岡
大
会
実

行
委
員
会
・
今
井
さ
ん
�
22
・
０
７

１
１

,
ý
þ
ÿ
ff
�
ë
�
¥
�
ñ

�
0
1
2

日
時
�
毎
週
火
曜
日
午
後
２
時
〜
４

時

会
場
�
中
央
公
民
館

会
費
�

月
３
、０
０
０
円

□+
石
川
さ
ん
�
35

・
３
５
１
８

,
ý
þ
ÿ
ff
�
ë
�
�
7
�
ñ

�
0
1
2

日
時
�
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
〜
９

時

会
場
�
米
三
ホ
ー
ル
２
階
（
千

手
３
）

会
費
�
月
２
、５
０
０
円

�+
�
	


a

�ô
b
c
d
e
f

�
µ
¶
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日
時
�
７
月
13
日
�
午
前
10
時

〜
正
午

集
合
�
午
前
10
時
ま

で
に
花
と
緑
の
館
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン

¬
�
�


>
�
�
�

;
�
�
�

日
時
�
７
月
14
日
�
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
4
時
30
分
（
随
時

受
付
）

æ
�
®
=
�
�
�
�
�
	
�
�

日
時
�
７
月
14
日
�
・
28
日
�

午
後
２
時
〜
４
時

参
加
料
�

２
０
０
円

�
 
!
!
"
ü
#
<
$
%
A
B

花
と
緑
の
館
の
工
事
中
の
白

い
壁
を
カ
ラ
フ
ル
な
楽
し
い
壁

に
変
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
�
７
月
20
日
祝s
午
後
１
時

時
30
分
か
ら

集
合
�
花
と
緑

の
館
前

f
�
=
�
�
�
=
�
�
&
'
¦

日
時
�
７
月
21
日
�
午
後
２
時

〜
３
時

参
加
料
�
２
０
０
円

�
(
)
*
+
bë
,
-
.
í
/
ñ

日
時
�
7
月
28
日
�
午
前
10
時

〜
正
午

定
員
�
30
人

受
付

�
午
前
９
時
45
分
か
ら
暖
の
館

で�
�
0
�
�
1
2
3
�

3
4
�
õ
5
6


1
2
B

期
日
�
８
月
24
日
�
〜
25
日
�

（
１
泊
２
日
）

会
場
�
緑
の

千
畳
敷
内
特
設
会
場

定
員
�

１
０
０
人

参
加
料
�
高
校
生

以
上
２
、５
０
０
円
、
小
・
中
学

生
１
、５
０
０
円
（
入
園
料
、
傷

害
保
険
料
含
む
、
駐
車
料
金
は

別
）

申
し
込
み
�
８
月
11
日

�
ま
で
に
電
話
で
越
後
公
園
管

理
セ
ン
タ
ー
へ
（
受
付
時
間
は

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§

◇
７
月
20
日
祝s
〜
８
月
９
日
d

は
午
後
７
時
ま
で
開
園
し
ま
す
。

◇
７
月
20
日
祝s
〜
8
月
31
日
�

は
無
休
で
す
。

◇
７
月
20
日
祝s
は
、
国
土
交
通

デ
ー
に
ち
な
み
、
入
園
料
が
無

料
で
す
（
駐
車
料
金
は
有
料
）。

7
k
8
9
j
:
x
y
;
�
<
=
>

?
Ê
@
A
B�
8
9
x
y
C
D
E
F
G
H�
»�
`
I
�
�
J

▲ころりん

K
L
6
M
9
N
B

OPQRS TUVWXYZ[\]^

園内でトンボやカブトムシなどを自由に採集できます。
※対象は子どもたちです。
期日＝７月27日～８月25日の土・日曜日

入園料＝大人（高校生以上）300円、小・中学生200円

問い合わせ 雪国植物園�V�W__U_
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会
場
等
が
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
健
康
課

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

長
岡
き
た
ま
ち
献
血
ル
ー
ム

�
29
・
２
３
５
０
で
は
、
毎
日

献
血
が
で
き
ま
す
。

受
付
時
間
�
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時
（
成
分
献
血
は
予
約

が
必
要
）

	


a
b
c
d
e
f
�
�


�

糖
尿
病
と
上
手
に
付
き
合
う

食
事
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま

す
。

日
時
�
７
月
17
日
�
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
（
受
付
は
午

後
１
時
15
分
か
ら
）

会
場
�

健
康
セ
ン
タ
ー

内
容
�
栄
養

士
・
保
健
師
に
よ
る
食
事
相
談

と
指
導

申
し
込
み
�
７
月
16

日
�
ま
で

�
�
�
�
�
�
��
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

母
子
保
健

ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
参
照
し

て
市
内
の
小

児
科
医
・
病

院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

８
月
の
対
象
�
４
か
月
児
…
平

成
14
年
４
月
生
ま
れ
、
10
か
月

児
…
平
成
13
年
10
月
生
ま
れ

持
ち
物
�
受
診
票
（
母
子
保
健

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
い
ま

す
）、
母
子
健
康
手
帳
、
保
険
証
、

赤
ち
ゃ
ん
の
尿
（
10
か
月
児
の

み
）

�
 
!
"
#
$
%
&
'

体
力
の
低
下
が
気
に
な
る
人
、

脳
卒
中
後
遺
症
な
ど
で
自
主
的

に
訓
練
を
し
た
い
人
な
ど
に
機

能
訓
練
室
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

看
護
師
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク

の
ほ
か
、
第
１
・
３
水
曜
日
に

は
、
運
動
指
導
員
に
よ
る
簡
単

な
体
操
の
紹
介
も
し
て
い
ま
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
毎
週
月
・
水
・
土
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

会
場

�
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や
う
ち

(
 
!
�
�


�
)

リ
ハ
ビ
リ
の
方
法
や
足
腰
の

筋
力
を
つ
け
る
た
め
の
運
動
、

寝
た
き
り
予
防
な
ど
に
つ
い
て

個
別
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。
電

話
で
介
護
保
険
課
�
39
・
２
２

４
５
へ
予
約
の
う
え
ど
う
ぞ
。

利
用
日
�
７
月
11
日
*
、
25
日

*

時
間
�
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

会
場
�
高
齢
者
セ

ン
タ
ー
み
や
う
ち

+
,
-
.
�
/

0
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2
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5
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同
じ
世
帯
の
複
数
の
老
人
保

健
受
給
者
が
、
ひ
と
月
に
そ
れ

ぞ
れ
３
０
、０
０
０
円
（
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
場
合
は
２
１
、０

０
０
円
）
を
超
え
る
医
療
費
を

支
払
っ
た
と
き
は
、
申
請
に
よ

り
そ
の
合
計
金
額
の
う
ち
３
７
、

２
０
０
円
（
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
人
は
２
４
、６
０
０
円
）
を

超
え
た
分
の
払
い
戻
し
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
保
険
の

き
か
な
い
入
院
時
の
差
額
ベ
ッ

ト
料
や
食
事
代
は
除
く
）。

申

請
先
�
国
保
医
療
課
（
市
役
所

１
階
?@
番
窓
口
）

持
参
す
る

も
の
�
老
人
医
療
受
給
者
証
、

保
険
証
、
領
収
書
、
口
座
番
号

が
わ
か
る
も
の

問
い
合
わ
せ

�
国
保
医
療
課
�
39
・
２
２
２
０

広
井
鶴
輝
さ
ん
�
83
・
２
８
７
０
（
内

線
２
５
５
）

A
B
C
D
/
E
F
G

H
I
J
K
L
�
�
�
�

１
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者
を
対

象
に
、
離
乳
食
に
つ
い
て
の
講
話
と

試
食
、
子
育
て
情
報
の
交
換
を
行
い

ま
す
。

親
子
そ
れ
ぞ
れ
の
試
食
用
ス
プ
ー

ン
と
食
器
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

日
時
�
７
月
24
日
�
午
前
10
時
〜
正

午

会
場
�
健
康
セ
ン
タ
ー

講
師

�
栄
養
士
・
坂
内
泉
さ
ん

定
員
�

40
組

□M
７
月
８
日
N
か
ら
健
康
課

内
母
子
保
健
推
進
員
協
議
会
事
務
局

�
32
・
５
０
０
０
へ

A
O
#
P
Q
�
�
�
�

日
時
�
７
月
27
日
R
午
後
１
時
30
分

〜
５
時

会
場
�
長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル

定
員
�
４
５
０
人

講
師
�

横
浜
市
瀬
谷
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
・

三
宅
捷
太
さ
ん
、
長
岡
療
育
園
長
・

小
西
徹
さ
ん

内
容
�
発
達
障
害
に

関
す
る
講
演

□M
は
が
き
に
代
表
者

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
職
業
（
職

種
）、
参
加
人
数
を
記
入
し
、
〒
９
４

０
｜
２
１
３
５
長
岡
市
深
沢
町
２
２

７
８
の
８
長
岡
療
育
園
・
発
達
講
座

係
へ
送
付
の
う
え
、
当
日
直
接
会
場

へ
（
人
数
超
過
の
場
合
の
み
連
絡
し

ま
す
）

□S
長
岡
療
育
園
・
中
村
さ

ん
�
46
・
６
６
１
１

A
T
U
.
�
P
Q

日
時
�
７
月
27
日
R
午
後
１
時
30
分

〜
４
時

会
場
�
長
岡
中
央
綜
合
病

院
健
診
棟
４
階
講
堂

テ
ー
マ
�
脳

卒
中
に
つ
い
て

講
師
�
長
岡
中
央

綜
合
病
院
副
院
長
・
竹
内
茂
和
さ
ん

受
講
料
�
２
０
０
円
（
当
日
に
）

□M
長
岡
中
央
綜
合
病
院
内
地
域
保
健

講
座
担
当
�
35
・
７
２
６
４

VW

X
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Z
[
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]̂
_
`
`
g
h

社会問題になりつつある青少年のひきこも
りや中高年のうつ病、
自殺等を取り上げ、ス
トレスの多い現代を生
きる私たちの、こころ
の健康について考えま
す。当日直接会場へど
うぞ。
日 時＝７月17日�午後１時30分～３時30分
講 師＝新潟大学医学部保健学科教授・

後藤雅博さん
会 場＝中央図書館（２階講堂）
定 員＝150人

ijklmnopqrstuvw

日 時＝７月21日x午後１時30分～４時
会 場＝中央図書館（２階講堂）
定 員＝150人
内 容＝①講演会「いのちみつめて」

（講師…全国骨髄バンク推進連絡協
議会副会長・大谷貴子さん）
②アトラクション
（出演…ヤングキャベツ）
※託児サービスもあります

問い合わせ＝健康課�3 2・5 0 0 0
にいがた骨髄バンクを育てる会長岡
支部�2 2・1 8 4 4

yyzp{|}~�tuvw
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問い合わせ＝介護保険課��������

８／３
�

期
日

厚
生
会
館

会

場
午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
４
時

時

間

肩
や
腰
の
痛
み
を
和

ら
げ
る
運
動
や
、
筋

力
を
つ
け
る
リ
ハ
ビ

リ
方
法
な
ど

寝
た
き
り
や
痴
呆
の

予
防
、
健
康
管
理
な

ど

相
談
内
容

理
学
療
法
士

保
健
師

担

当

�
�
�
�
�
f
�
 
�

今
年
度
は
、
基
本
健
康
診
査

（
訪
問
基
本
健
診
を
除
く
）
に

合
わ
せ
て
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

（
Ｃ
型
・
Ｂ
型
肝
炎
）
を
希
望

者
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
に
Ｃ
型
肝
炎
は
、
自
覚
症

状
が
な
い
ま
ま
慢
性
肝
炎
を
ひ

き
お
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

簡
単
な
血
液

検
査
で
調
べ

る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ぜ

ひ
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
�
基
本
健
康
診
査
対
象
者

の
う
ち
、
次
の
①
〜
③
に
該
当

す
る
人
で
検
査
を
希
望
す
る
人

①
年
齢
が
40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、

55
歳
、
60
歳
、
65
歳
、
70
歳
の

人
②
過
去
に
肝
機
能
異
常
を
指

摘
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
人
③
大

き
な
外
科
手
術
な
ど
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
人
ま
た
は
妊
娠
・

分
娩
時
に
多
量
に
出
血
し
た
人

で
定
期
的
に
肝
機
能
検
査
を
受

け
て
い
な
い
人
（
す
で
に
肝
炎

検
査
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人

や
治
療
中
の
人
は
除
き
ま
す
）

検
査
料
�
８
０
０
円
（
65
歳
以

上
は
無
料
）

申
し
込
み
�
基

本
健
診
受
付
時
に
一
緒
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

(
D
¡
¢
K
�
£
¢
K

¤
¥
 
�

昭
和
48
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
が
対
象
で
す
。

日
時
�
７
月
８
日
N
午
後
６
時

〜
８
時
（
受
付
は
午
後
５
時
40

分
か
ら
）

場
所
�
健
康
セ
ン

タ
ー

内
容
�
子
宮
頸
が
ん
検

診
…
細
胞
診
、
乳
が
ん
検
診
…

視
触
診

定
員
�
１
０
０
人

料
金
�
子
宮
が
ん
…
６
０
０
円
、

乳
が
ん
…
４
０
０
円

申
し
込

み
�
７
月
５
日
¦
ま
で

§
¨
©
K
�
ª
©
�
�
/

«
¬
­
®
ª
"
æ
=
>
�

県
内
で
、
麻
し
ん
が
流
行
し

て
い
ま
す
。

生
後
12
カ
月
以
上
７
歳
６
カ

月
未
満
で
、
麻
し
ん
の
予
防
接

種
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い
お
子

さ
ん
は
、
早
め
に
接
種
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

¯
°
±
²
/
�
�


�
)

か
ら
だ
や
心
の
心
配
ご
と
、

栄
養
や
健
康
に
関
す
る
こ
と
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

前
日
ま
で
に
電
話
予
約
の
う

え
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

場
所
�
健
康
セ
ン
タ
ー

時
間

�
午
後
１
時
15
分
〜
３
時

A
³
´
µ
¶
·
.
�
¸
¹
º
»

P
¼
»
½
¾
¿
À
/
Á
Á
Â
Ã

Ä
Å
/
O
#
C
E
Æ
Ç
È
Ä

日
時
�
７
月
10
日
�
午
後
３
時
〜
４

時
30
分

会
場
�
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ

ー
タ
ニ
長
岡
・
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル

講
師

�
思
春
期
専
門
診
療
所
・
東
京
北
の

丸
ク
リ
ニ
ッ
ク
所
長
・
倉
本
英
彦
さ

ん

参
加
料
�
無
料

□S
長
岡
健
康

福
祉
環
境
事
務
所
�
33
・
４
９
３
１

A
É
Ê
�
¶
·
Ë
Ì
$
Í
Î
»

心
に
病
を
持
つ
人
の
家
族
と
精
神

保
健
・
福
祉
に
理
解
の
あ
る
人
の
会

で
す
。
悩
み
な
ど
を
語
り
合
い
、
支

え
合
う
と
と
も
に
、
研
修
を
通
し
て

病
気
の
こ
と
や
対
応
の
し
か
た
な
ど

に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

家
族
会
へ
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

日
時
�
７
月
12
日
、
７
月
19
日
、
７

月
26
日
、
８
月
９
日
、
８
月
23
日
金

曜
日
の
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
�

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
水
道
町
３
）

□S
介
護
保
険
課
内
精
神
障
害
者
家
族

会
事
務
局
�
39
・
２
２
４
５

A
Ï
Ð
3
Ñ
Æ
E
Ò
�
�
�
�

リ
ハ
ビ
リ
っ
て
？
理
学
療
法
士
っ

て
何
を
す
る
の
？
そ
ん
な
疑
問
に
お

答
え
し
ま
す
。

日
時
�
７
月
14
日
x
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
30
分

会
場
�
ハ
イ
ブ
長
岡

内
容
�
講
演
①
リ
ハ
ビ
リ
の
現
場
か

ら
②
健
康
増
進
の
た
め
に
、
理
学
療

法
士
を
目
指
す
人
の
た
め
の
進
路
相

談
、
介
護
教
室
な
ど

□S
厚
生
連
魚

沼
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
・

ÓÔÕÖ× � Ø̂ÙÚÛÜÙÝÞßàpÝpÝ�]ÜáÝÝàà

â�ãäpåsçpèéêëéìíîé
ïðñòóôõö÷ó�øùsúûü
ýóþÿffÿ��ú

V�

�M
�
�
�
�

�S
	


a
b
c

{
|
\

�
]à
_
h
�
�
�

depf��
��
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利

用ください。
�休日急患診療所
（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは休
日急患診療所へ。
�夜間等の当番病院
①平日

②休日

休日・夜間に救急病院を受診する人が増加してい
ます。そのため急患であっても待ち時間が長くなる
ことがあります。

健康家族のためのワンポイント
日ごろから、家族でお互いに健康をチェックしあ

うようにしましょう。また、高齢者や乳幼児がいる
家庭では、なんでも気軽に相談できるかかりつけの
お医者さんをもつことも心強いものです。

診療科目 受 付 時 間
休 日 急 患 診 療 所
�35・８２５５

内 科（小児科）
外 科

午前９時～11時30分
午後１時～５時30分

休日急患歯科診療所
�33・９６４４ 歯 科 午前９時～11時30分

午後１時～３時30分

月曜日・木曜日 立 川 綜 合 病 院（�33・3111）
火曜日・金曜日 長岡赤十字病院（�28・3600）
水曜日・土曜日 長岡中央綜合病院（�35・3700）

７日�・21日� 立 川 綜 合 病 院（�33・3111）
14日�・28日� 長岡赤十字病院（�28・3600）
20日祝� 長岡中央綜合病院（�35・3700）������õ�õ��

食中毒の発生しやすい季節になりました。
次の注意を守って家庭から食中毒を発生させな

いよう気をつけましょう。
・手や調理器具はしっかり洗い、調理した食品は包んで
保存し、食中毒菌を食品に触れさせないようにする。

・冷蔵庫の温度管理に気をつけ食品は早めに食べきる。
・食品を調理する際は、十分加熱し食中毒菌を

殺菌する。
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期
日

栄
養
や
健
康
に

関
す
る
こ
と

心
の
健
康

相
談
内
容

栄
養
士

保
健
師

保
健
師

精
神
保
健
福
祉
相
談
員

担

当
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悠
久
山
公
園
の
都
市
計
画
変

更
案
の
内
容
を
記
載
し
た
関
係

図
書
の
縦
覧
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
�
７
月
２
日


〜
16
日



縦
覧
場
所
�
市
役
所
３
階
公
園

緑
地
課
�
39
・
２
２
３
０

�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
d
�
�
�
�



場
所
�
市
役
所
２
階
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー

公
開
�
７
月
１
日

�
か
ら

問
い
合
わ
せ
�
行
政

管
理
課
�
39
・
２
２
０
８

�
�
�
�
 
�
!
"
#
d
$

今
年
も
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
水
田
の
航
空
防
除
が
行
わ
れ

ま
す
。

事
故
防
止
の
た
め
散
布
中
の

区
域
に
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
自
動
車
な
ど
は
、
車

庫
に
入
れ
る
か
、
覆
い
を
す
る

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

期
日
�
７
月
18
日
%
・
19
日
&

と
８
月
１
日
%
・
２
日
&
（
天

候
不
良
等
に
よ
り
順
延
あ
り
）

実
施
区
域
�
７
月
18
日
%
・
８

月
１
日
%
…
黒
条
・
福
戸
・
下

川
西
地
区
、
７
月
19
日
&
・
８

月
２
日
&
…
山
本
・
新
組
・
富

曽
亀
・
深
沢
・
才
津
・
王
寺
川

・
関
原
・
宮
本
地
区

時
間
�

日
の
出
〜
お
お
む
ね
午
前
９
時

（
通
学
時
間
帯
の
７
時
30
分
〜

８
時
10
分
は
実
施
し
ま
せ
ん
）

近
隣
町
村
の
実
施
日
�
三
島
町

…
７
月
18
日
%
、
８
月
１
日
%
、

刈
羽
村
７
月
19
日
&
、
８
月
２

日
&
、
与
板
町
…
７
月
20
日
祝'
、

８
月
２
日
&

問
い
合
わ
せ
�

中
越
農
業
共
済
組
合
�
36
・
８

０
２
２
、
農
林
振
興
課
�
39
・

２
２
２
３

�
(
)
�
*
a
�
+
d

,
-


.
/
0
1
�
2
3

d
4
5
�
�
6
7

・
注
意
書
き
を
必
ず
読
む

・
広
い
場
所
で
水
バ
ケ
ツ
を
用

意
し
て
遊
び
、
後
片
付
け
を

き
ち
ん
と
す
る

・
人
や
家
に
向
け
て
花
火
を
あ

げ
な
い

・
子
ど
も
は
大
人
と
い
っ
し
ょ

に
遊
ぶ

担
当
�
消
防
本
部
予
防
課
�
35

・
２
１
９
０

策
委
員
会
・
高
野
義
雄
法
律
事
務
所

�
０
２
５
６
・
32
・
９
６
６
６

8
9
�
:
;
<
=
>
?
@

合
格
す
る
と
、
申
請
に
よ
り
職
業

能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ
く
職
業
訓

練
指
導
員
の
免
許
を
取
得
で
き
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

職
種
と
試
験
種
目
�
溶
接
（
学
科
・

実
技
試
験
有
）、
園
芸
ほ
か
１
２
１
種

（
学
科
試
験
の
み
）

試
験
日
（
会

場
）
�
学
科
試
験
…
９
月
19
日
%
（
長

岡
市
ほ
か
）、
実
技
試
験
…
９
月
20
日

&
（
新
潟
市
）

受
付
期
間
�
８
月

５
日
�
〜
16
日
&

□A
新
潟
県
産
業

労
働
部
職
業
能
力
開
発
指
導
係
�
０

２
５
・
２
８
５
・
５
５
１
１
（
内
線

２
８
２
３
）

BC

ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
は
、
梅
雨
期

に
日
本
各
地
で
ご
く
普
通
に
見

ら
れ
る
山
野
草
で
す
。
山
の
路D

傍E
F

や
傾
斜
地
の
日
陰
と
日
な
た

の
境
あ
た
り
を
好
ん
で
咲
き
ま

す
。つ

り
下
が
っ
た
ラ
ン
プ
の
よ

う
な
花
を
咲
か
せ
る
の
で
、
地

方
に
よ
っ
て
は
釣
鐘
草
や
提G

H
F

灯G
I

花
、
ま
た
は
、「
あ
め
ふ
り
ば

な
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。ホ

タ
ル
ブ
ク
ロ
は
キ
キ
ョ
ウ

科
の
多
年
草
で
、
こ
の
仲
間
に

は
ヤ
ツ
シ
ロ
ソ
ウ
、
フ
ウ
リ
ン

ソ
ウ
、
オ
ト
メ
ギ
キ
ョ
ウ
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
丈
夫
で
育
て
や

す
く
、
小
鉢
や
寄
せ
植
え
、
石

付
け
、
庭
植
え
、
ロ
ッ
ク
ガ
ー

デ
ン
な
ど
で
広
く
栽
培
さ
れ
て

い
ま
す
。
近
年
は
品
種
改
良
も

進
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
花
が
楽
し

め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

花
の
色
は
、
普
通
は
淡
紫
色

で
す
が
、
濃
紅
紫
色
や
紅
に
近

い
も
の
、
紫
に
近
い
も
の
も
あ

り
、
ま
た
ご
く
淡
色
か
ら
純
白

ま
で
変
化
が
多
く
、
同
一
株
で

も
毎
年
同
じ
色
に
咲
く
と
は
限

り
ま
せ
ん
。

ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
の
一
種
ヤ
マ

ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
は
、
よ
く
見
る

と
全
草
に
毛
が
多
く
、
が
く
が

浅
く
切
れ
、
が
く
と
が
く
の
間

が
あ
ま
り
め
く
れ
て
い
ま
せ
ん
。

J
K
L
M
N
O
P
Q

（
植
え
つ
け
と
用
土
）
露
地
植

え
で
あ
れ
ば
特
に
用
土
は
選
び

ま
せ
ん
が
、
風
通
し
と
排
水
の

よ
い
所
に
植
え
ま
し
ょ
う
。
日

陰
だ
と
花
の
咲
く
こ
ろ
茎
が
弱

く
垂
れ
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

鉢
植
え
で
は
、
例
え
ば
赤
玉

土
と
硬
質
の
鹿
沼
土
の
混
合
土

に
腐
葉
土
を
２
割
ほ
ど
加
え
た

用
土
で
、
普
通
は
５
号
鉢
以
上

の
中
深
鉢
に
植
え
ま
す
。

ヤ
マ
ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
は
、
山

砂
を
多
め
に
加
え
た
排
水
の
よ

い
土
に
植
え
ま
し
ょ
う
。

（
水
や
り
）
露
地
植
え
で
は
特

に
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
鉢
植

え
で
は
１
日
に
1
回
た
っ
ぷ
り

与
え
ま
す
。

草
丈
を
低
く
仕
立
て
た
い
時

は
、
水
や
り
は
少
な
め
に
し
て

乾
か
し
気
味
に
し
て
育
て
ま
す
。

（
肥
料
）
丈
夫
で
成
長
が
早
い

の
で
、
露
地
植
え
で
は
控
え
め

に
す
る
か
無
肥
料
で
も
よ
い
で

し
ょ
う
。
あ
ま
り
多
く
与
え
る

と
本
来
の
風
情
が
損
な
わ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
鉢
植
え
で
は
５

月
と
９
月
に
例
え
ば
、
油
か
す

の
玉
肥
を
５
号
鉢
で
４
、
５
個

与
え
ま
す
。

（
ふ
や
し
方
）

株
分
け
に
よ
る

繁
殖
が
最
も
簡

単
で
、
春
の
芽

だ
し
直
後
か
秋

に
行
い
ま
す
。

実
生
は
、
取
り

ま
き
に
し
ま
す
。

本
葉
が
３
、
４
枚
に
な
っ
た
こ

ろ
定
植
し
て
や
り
ま
す
。

タ
ネ
か
ら
の
繁
殖
の
場
合
は
、

親
と
は
違
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
花

色
の
も
の
が
生
ま
れ
て
楽
し
い

も
の
で
す
。
梅
雨
の
こ
ろ
、
鹿

沼
土
や
川
砂
の
挿
し
床
に
さ
し

て
も
ふ
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
病
害
虫
）
新
芽
が
伸
び
る
こ

ろ
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
が
つ
く
こ
と

が
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

R
S
T
U
V
W
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Y
Z
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い
よ
い
よ
夏
到
来
、
ホ
タ
ル
の
飛
び
交
う
季
節
で
す
。

こ
の
季
節
に
咲
く
花
に
、
子
ど
も
た
ち
が
捕
ま
え
た
ホ
タ
ル
を
入

れ
て
遊
ん
だ
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
、
ホ
タ
ル
ブ
ク

ロ
（
蛍
袋
）
が
あ
り
ま
す
。

今
月
は
、
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
の
紹
介
で

す
。

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
内
の
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て
（
７
月
４
日
は
都
合
に
よ
り
お
休
み
し
ま
す
）

〇_̀_
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「
平
成
14
年
度
国
民
健
康
保

険
料
納
付
通
知
書
（
確
定
賦
課
）」

を
７
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や

け
が
を
し
た
と
き
、
安
心
し
て

医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
み

ん
な
で
保
険
料
を
出
し
合
っ
て
、

医
療
費
の
負
担
を
軽
く
し
よ
う

と
い
う
制
度
で
す
。

忘
れ
ず
に
、
各
納
期
限
ま
で

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
�
国
保
医
療
課
�

39
・
２
２
２
０
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「
平
成
14
年
度
介
護
保
険
料

納
付
通
知
書
（
確
定
賦
課
）」
を

７
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

こ
の
通
知
書
で
は
、
年
間
保

険
料
額
の
ほ
か
、
各
期
別
の
保

険
料
額
、
徴
収
方
法
等
も
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
別
徴
収
（
年
金
か

ら
天
引
き
）
や
口
座
振
替
以
外

の
方
法
で
納
め
る
人
に
は
、
第

４
期
か
ら
第
６
期
ま
で
の
納
付

通
知
書
を
同
封
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
各
納
期
限
ま
で
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
�
介
護
保
険
課
�

39
・
２
２
４
５
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�
3
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昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
児
童
（
児
童
に
障
害

の
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）
と

そ
の
保
護
者
が
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合
に
、
医
療

費
を
助
成
し
ま
す
（
所
得
の
制

限
が
あ
り
ま
す
）。

①
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
児
童

②
両
親
が
い
な
い
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
と
そ
の
児
童

③
両
親
の
う
ち
一
方
に
重
度
障

害
が
あ
る
場
合
は
、
重
度
障

害
の
な
い
親
と
児
童
、
両
親

に
重
度
障
害
が
あ
る
場
合
は
、

児
童
の
み

助
成
額
�
医
療
費
の
自
己
負
担

額
か
ら
一
部
負
担
金
（
通
院
は

１
回
５
３
０
円
×
４
回
、
入
院

は
１
日
１
、２
０
０
円
と
食
事
代
）

と
高
額
療
養
費
等
を
差
し
引
い

た
額
（
助
成
は
申
請
の
翌
月
分

か
ら
）

問
い
合
わ
せ
�
国
保

医
療
課
�
39
・
２
２
２
０

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

が
企
業
の
施
設
や
設
備
の
整
備

を
支
援
し
ま
す
。

対
象
�
生
産
ま
た
は
営
業
に
使

わ
れ
る
施
設
（
建
物
・
付
属
設

備
）
ま
た
は
設
備
（
機
械
装
置

・
備
品
）
の
整
備

補
助
要
件

�
①
対
象
施
設
、
設
備
の
整
備

を
平
成
14
年
10
月
１
日
か
ら
平

成
15
年
３
月
10
日
ま
で
の
間
に

着
手
・
完
了
す
る
こ
と
②
建
物

の
延
床
面
積
が
増
加
す
る
こ
と

③
常
用
雇
用
者
数
が
５
人
以
上

増
加
す
る
こ
と

補
助
額
�
２

０
０
万
円
を
下
限
と
し
て
、
整

備
に
要
し
た
費
用
に
応
じ
て
算

定
さ
れ
ま
す

申
し
込
み
�
７

月
31
日
�
ま
で
に
工
業
振
興
課

�
39
・
２
２
２
２
へ

8
�
�
k
i
�
�
�
�
�
�
�
m
�

日
時
�
８
月
12
日
�
午
後
２
時
〜
３

時
30
分

内
容
�
精
神
科
医
師
に
よ

る
精
神
一
般
相
談
（
予
約
制
）

会

場
・
□ 
長
岡
健
康
福
祉
環
境
事
務
所

地
域
保
健
課
�
33
・
４
９
３
１

8
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°
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²
�
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日
時
�
７
月
13
日
´
、
14
日
µ
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

会
場
�
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
槇
山
け
や
き
苑
敷
地

内

□A
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
槇
山

け
や
き
苑
・
冨
田
さ
ん
�
29
・
２
５

０
０

8
¶
·
¸
¹
º
»
¼
»

½
ª
«
¾
¿
À
¾
Á
Â

当
日
は
、
長
岡
駅
か
ら
の
無
料
送

迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
�
７
月
27
日
´
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
30
分

対
象
�
学
生
、
先
生

・
保
護
者
等

内
容
�
大
学
紹
介
、

進
路
相
談
、
研
究
室
見
学
な
ど

□A

長
岡
技
術
科
学
大
学
入
学
試
験
係
�

47
・
９
２
７
１

8
Ã
Ä
Å
Æ
§
Ç
Ç
È
É
�
�
m
�

新
潟
県
弁
護
士
会
の
弁
護
士
が
、

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て
困
っ
て
い
る

人
の
電
話
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。

日
時
�
７
月
27
日
´
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

相
談
電
話
番
号
�
０
２
５

・
２
２
３
・
８
２
５
２
（
相
談
時
間

以
外
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
）

□A
新

潟
県
弁
護
士
会
犯
罪
被
害
者
支
援
対
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ÛÜÝÞMßàáMâãäåãçèéã
êëìíîïðñòîóôõàö÷ø
ùîúûüûýþö
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身に覚えのないツーショットダイヤル料金の
請求電話があったが…

Ｑ： 「ツーショットダイヤ
ルの料金が未納です。期
限までに口座に振り込ま
ないと、延滞料金や取り
立ての出張費用４万円を
加算します」と携帯電話
にかかってきたが、身に
覚えがない。

Ａ： このような相談が、全国的に増えています。これ
は、全く根拠のない架空の請求で「過去に使ったか
もしれない」と勘違いしたり「かかわりになりたく
ない」と支払ってしまう気持ちに付け込む手口です。
このほか、携帯電話にダイヤルＱ２の料金や国際電
話料金の請求があったというケースもあります。
利用していなければ、支払う必要はありません。

電話があったら「利用していないので支払いません」
とはっきり断りましょう。また、相手に住所や勤務
先の電話番号などを聞かれても教えないでください。
不用意に電話をかけ直すのも避けてください。
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191,838人
（＋135）

94,307人
（＋88）

97,531人
（＋47）

66,254世帯
（＋108）

人口と世帯数 &'()*+,-./0121/34567
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省
エ
ネ
の
た
め
、
市
役
所

の
冷
房
は
28
度
の
設
定
で
す
。

職
員
は
９
月
末
日
ま
で
、

軽
装
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
で
執

務
し
ま
す
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

担
当
�
人
事
課
�
39
・
２
２

０
１



５
１
２
長
岡
市
中
沢
４
の
４
３
０
の

１
国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局
長

岡
国
道
事
務
所
�
36
・
４
５
５
１
へ

郵
送
ま
た
は
持
参

�
�
�
�
�
�
�

防
衛
庁
・
自
衛
隊
で
は
、
平
成
15

年
４
月
採
用
の
自
衛
官
等
を
募
集
し

ま
す
。
応
募
資
格
や
試
験
日
な
ど
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

職
種
�
防
衛
庁
所
管
…
防
衛
大
学
校

お
よ
び
防
衛
医
科
大
学
校
生
、
自
衛

隊
所
管
…
航
空
学
生
（
パ
イ
ロ
ッ
ト

コ
ー
ス
）、
看
護
学
生
、
自
衛
隊
生
徒

（
自
衛
隊
高
等
学
校
）、
一
般
曹
候
補

学
生
、
曹
候
補
士
、
２
等
陸
海
空
士

□�
自
衛
隊
新
潟
地
方
連
絡
部
（
学
校

町
２
）
奥
田
さ
ん
�
33
・
０
２
５
６

�
	


a
b
c
d
e
f
�
�
�
�

①
②
と
も
、
詳
し
く
は
、
長
岡
造

形
大
学
総
務
課
�
21
・
３
３
１
１
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
正
規
職
員

応
募
資
格
�
昭
和
43
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
４
年
生
大
学

を
卒
業
ま
た
は
平
成
15
年
３
月
に
卒

業
見
込
み
の
人

職
種
と
募
集
人
数

�
一
般
事
務
職
員
３
人

採
用
予
定

日
�
平
成
15
年
４
月
１
日

□

所
定

の
用
紙
で
８
月
19
日
�
ま
で

②
臨
時
職
員

職
種
と
募
集
人
数
�
一
般
事
務
補
助

員
若
干
人

採
用
予
定
日
�
８
月
１

日

□

７
月
12
日
�
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

献
血
友
の
会
の
活
動
を
手
伝
っ
て

く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。
応
募
は
は
が
き
で
、
お
願
い
し

ま
す
（
会
員
も
募
集
中
）。

□�
・
□

〒
９
４
０
｜
２
１
１
２
長
岡
市

大
島
本
町
２
の
３
の
12
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

長
岡
献
血
友
の
会
�
27
・
１
３
４
０

��

������ !"#$%&'()*+,-./

【

備

考

】

１

Ⅰ
種
、
Ⅱ
種
と
は
、
試
験
の
程
度
（
難
度
）
を
表

す
も
の
で
、
Ⅰ
種
は
大
学
卒
業
程
度
、
Ⅱ
種
は
高
校

卒
業
程
度
で
す
。

２

消
防
職
員
の
受
験
条
件

0
1�
男
性
１
６
０
㎝
／
女
性
１
５
５
㎝
以
上
で
あ

る
こ
と

2
3�
男
性
80
㎝
／
女
性
77
㎝
以
上
で
あ

る
こ
と

4
5�
男
性
50
㎏
／
女
性
45
㎏
以
上
で
あ

る
こ
と

6
7�
両
眼
と
も
裸
眼
視
力
0.3
以
上
で
、

色
覚
が
正
常
で
あ
る
こ
と

8
7�
左
右
と
も
正
常

で
あ
る
こ
と

9
7�
左
右
と
も
男
性
35
㎏
／
女
性

25
㎏
以
上
で
あ
る
こ
と

:
;
<�
採
用
後
は
、
長

岡
市
ま
た
は
越
路
町
の
区
域
内
に
居
住
で
き
る
こ
と

３

勤
務
場
所
に
よ
り
休
日
勤
務
や
夜
間
勤
務
が
あ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

４

最
終
合
格
者
は
、
高
点
順
に
採
用
候
補
者
名
簿
に

登
載
さ
れ
、
長
岡
市
の
欠
員
状
況
に
応
じ
採
用
が
決

定
さ
れ
ま
す
。

◇
試
験
案
内
及
び
申
込
書

試
験
案
内
及
び
申
込
書
は
、
市
長
公
室
人
事
課
（
市

役
所
４
階
）、
案
内
所
（
市
役
所
１
階
）、
市
民
セ
ン

タ
ー
、
中
央
図
書
館
、
互
尊
文
庫
及
び
各
地
域
図
書

館
で
配
布
し
ま
す
。
郵
送
請
求
の
場
合
は
、
封
筒
の

表
に
「
試
験
案
内
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円

切
手
を
は
っ
た
あ
て
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
（
角
形

２
号
）
を
同
封
の
う
え
、
左
記
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ

い
。試

験
案
内
、
申
込
書
及
び
受
験
票
は
、
長
岡
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ=>>?@

��AA
A
BCD>EBFGHGIJGBFDDHG>GBK?

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

長
岡
市
市
長
公
室
人
事
課

〒
９
４
０
｜
８
５
０
１

長
岡
市
幸
町
２
丁
目
１
番
１
号

�
35
｜
１
１
２
２

内
線
２
０
３
４
・
２
０
３
５
・
２
０
３
８

一
般
事
務
Ⅰ
種

L
M
�
N
O
P
Q

R
S
TU
Q
V

L
W

X

Y

Z

[
S
TU
Q
\
]
[
S
T̂
Q
V

_
`
g
Q
h
Q
g
Q
i
W
X
j
k
l
m
n
o
p
q
r
s
t
u
v
w
x
y
z
{
|
}
m
~
�
�
�

一
般
事
務
Ⅱ
種
◇
博
物
館
専
門
職
員
（
植
物
学
・
動
物
学�

鳥
類�

）

◇
保
育
士
◇
消
防
Ⅰ
種

L
M
�
N
O
P
Q

�
S
TT
Q
V

L
W

X

Y

Z

R
S
�̂
Q
V
]
R
S
T�
Q
�

_
Q
g
Q
i
W
X
j
k
l
m
n
o
p
q
r
s
t
u
v
w
x
y
z
{
|
}
m
~
�
��

※
申
込
み
は
、
受
験
者
本
人
が
職
員
採
用
試
験
申
込
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
や

代
理
人
に
よ
る
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
試
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
事
務
職
員

Ⅰ

種

採
用
職
種

４
人
程
度

採
用
予
定

人

員

昭
和
49
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
56
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
（
学
歴
・
性
別
不
問
）

受

験

資

格

消

防

Ⅰ

種

採
用
職
種

１
人
程
度

採
用
予
定

人

員

昭
和
51
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
56
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、
備
考
２
の
条
件
を
満
た
す
人
（
学
歴
・
性
別
不

問
）

受

験

資

格

保

育

士

博
物
館
専
門
職
員

（
動
物
学（
鳥
類
））

博
物
館
専
門
職
員

（
植
物
学
）

一
般
事
務
職
員

Ⅱ

種

２
人
程
度

１
人

１
人

１
人
程
度

昭
和
52
年
４
月
２
日
以
後
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
育
士
の
資

格
を
有
す
る
人
ま
た
は
児
童
福
祉
法
施
行
令
に
よ
る
保
育
士

を
養
成
す
る
学
校
そ
の
他
の
施
設
を
平
成
15
年
３
月
ま
で
に

卒
業
し
、
保
育
士
資
格
を
取
得
見
込
み
の
人
（
性
別
不
問
）

昭
和
43
年
4
月
2
日
以
後
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
に
お
い

て
動
物
（
鳥
類
）
の
分
類
、
生
理
若
し
く
は
生
態
に
関
す
る

専
門
の
課
程
を
履
修
し
、
卒
業
し
た
人
ま
た
は
平
成
15
年
３

月
卒
業
見
込
み
の
人
（
性
別
不
問
）

昭
和
43
年
4
月
2
日
以
後
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
に
お
い

て
植
物
の
分
類
、
生
理
若
し
く
は
生
態
に
関
す
る
専
門
の
課

程
を
履
修
し
、
卒
業
し
た
人
ま
た
は
平
成
15
年
３
月
卒
業
見

込
み
の
人
（
性
別
不
問
）

昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
60
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
（
学
歴
・
性
別
不
問
）
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�
�
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子
育
て
に
関
す
る
事
業
・
制

度
、
困
っ
た
と
き
の
相
談
窓
口

や
施
設
の
状
況
な
ど
を
紹
介
し

た
「
子
育
て
ガ
イ
ド
（
改
訂
版
）」

を
発
行
し
ま
し
た
。

市
役
所
２
階
の
児
童
福
祉
課
、

健
康
セ
ン
タ
ー
、
各
保
育
園
、

ち
び
っ
こ
広
場
（
市
民
セ
ン
タ

ー
内
）
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
�
児
童
福
祉
課
�

39
・
２
２
１
９
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�
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〈
犬
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ
〉

犬
を
新
し
く
飼
う
と
き
に
は

必
ず
登
録
を

し
て
く
だ
さ

い
。犬

を
飼
っ

た
ら
、
毎
年

１
回
、
狂
犬

病
の
予
防
注
射
を
受
け
、
一
度

飼
っ
た
犬
は
絶
対
に
捨
て
犬
に

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

人
に
か
み
付
い
た
り
し
て
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
、
つ
な
や
鎖

で
つ
な
い
で
飼
う
よ
う
に
し
、

散
歩
時
に
は
責
任
を
持
っ
て
フ

ン
の
後
始
末
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
猫
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ
〉

猫
を
飼
う
際
に
は
、
周
囲
の

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
自

宅
で
用
便
を
す
る
よ
う
し
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

捨
て
猫
は

絶
対
に
し
な

い
で
く
だ
さ

い
。ま

た
、
自

分
の
飼
っ
て

い
る
猫
の
消
息
が
把
握
で
き
る

よ
う
連
絡
先
を
書
い
た
首
輪
な

ど
の
目
印
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
�
環
境
業
務
課
�

24
・
２
８
３
７
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生
涯
学
習
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、

市
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
の

活
動
内
容
を
掲
載
し
た
「
団
体

・
サ
ー
ク
ル
編
」、
市
有
施
設
の

開
館
時
間
や
休
館
日
、
利
用
料

金
を
掲
載
し
た
「
施
設
編
」、
自

分
の
持
っ
て
い
る
経
験
や
知
識

を
市
民
の
み
な
さ
ん
の
生
涯
学

習
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
熱
意

を
も
つ
人
や
団
体
を
掲
載
し
た

「
ま
ち
の
先
生
」
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
市
役
所

１
階
市
民
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
、
市

民
セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学
習
相
談

室
（
柳
原
分
庁
舎
内
）、
地
区
公

民
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
で
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

各
団
体
・
サ
ー
ク
ル
、
ま
ち

の
先
生
の
連
絡
先
は
「
生
涯
学

習
相
談
室
」
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

利
用
の
際
に
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、「
ま
ち
の
先
生
」
や
「
団

体
・
サ
ー
ク
ル
」
の
登
録
も
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
�
生
涯
学
習
相
談

室
�
38
・
６
５
５
２
、
生
涯
学

習
課
�
32
・
５
１
１
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11
月
３
日
文
化
の
日
に
行
う

「
長
岡
市
表
彰
」
と
「
長
岡
市

地
域
社
会
貢
献
者
褒
賞
」
の
候

補
者
の
推
薦
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

〈
長
岡
市
表
彰
の
対
象
〉

①
長
岡
市
の
自
治
、
社
会
福
祉
、

保
健
衛
生
、
生
活
環
境
、
商
工

業
、
農
林
業
、
教
育
、
体
育
、

文
化
、
交
通
安
全
、
防
犯
な
ど

の
活
動
に
つ
く
さ
れ
、
功
績
の

著
し
い
人
ま
た
は
団
体
②
市
民

の
模
範
と
し
て
表
彰
す
る
に
ふ

さ
わ
し
い
行
い
を
さ
れ
た
人
ま

た
は
団
体

〈
長
岡
市
地
域
社
会
貢
献
者

褒
賞
の
対
象
〉

奉
仕
、
慰
問
な
ど
の
活
動
を

通
じ
て
明
る
く
住
み
良
い
地
域

社
会
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
、
地

域
社
会
の
発
展
に
顕
著
な
功
績

の
あ
っ
た
人
ま
た
は
団
体

締
め
切
り
�
８
月
23
日
�

問

い
合
わ
せ
�
庶
務
課
�
39
・
２
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９
月
27
日
�
、
28
日
Ã
に
ハ

イ
ブ
長
岡
で
、
な
が
お
か
環
境

ま
つ
り
と
同
時
開
催
で
環
境
Ｎ

Ｇ
Ｏ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

大
会
で
は
、
県
内
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体
が
、
日
ご

ろ
の
活
動
内
容
を
パ
ネ
ル
で
発

表
し
ま
す
。
こ
の
大
会
に
参
加

し
、
日
ご
ろ
の
環
境
に
関
す
る

活
動
を
発
表
し
て
い
た
だ
け
る

団
体
を
募
集
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
�
環
境
政
策
課
�
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地
球
の
温
暖
化
と
大
気
汚
染

を
防
止
し
、
同
時
に
、
交
通
渋

滞
の
緩
和
を
図
る
た
め
、
９
月

20
日
�
に
一
斉
ノ
ー
マ
イ
カ
ー

デ
ー
を
実

施
し
ま
す
。

こ
の
取

り
組
み
に

参
加
し
て

い
た
だ
け

る
企
業
を

募
集
し
ま

す
。

申
し
込
み
�
７
月
26
日
�
ま
で

に
環
境
政
策
課
�
24
・
０
５
２

８
、
都
市
政
策
課
�
39
・
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専
門
の
相
談
員
が
適
切
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
ま
す
（
秘
密
厳
守
）。
相
談

は
、
出
来
る
だ
け
予
約
の
上
、
お
願

い
し
ま
す
（
電
話
で
の
相
談
も
可
）。

相
談
時
間
�
月
〜
金
曜
日
の
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
（
祝
日
・
年
末
年
始

は
休
み
）

会
場
・
□�
新
潟
県
長
岡

総
合
庁
舎
内
長
岡
交
通
事
故
相
談
所

（
四
郎
丸
町
）
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相
談
時
間
�
７
、
８
月
は
、
月
〜
金

曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

�
è
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é
²
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Ð

税
理
士
が
直
接
面
談
し
て
税
金
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
事
前
に

電
話
で
予
約
の
う
え
ど
う
ぞ
。

日
時
�
毎
月
第
１
、
３
水
曜
日
午
前

９
時
30
分
〜
正
午

会
場
・
□�
�
関

東
信
越
税
理
士
会
長
岡
支
部
事
務
局

（
三
和
３
）
�
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国
土
交
通
省
で
は
、
国
道
の
歩
道

清
掃
、
花
壇
の
花
植
え
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
を
募
集
し
ま
す
。

□

北
陸
地
方
整
備
局
長
岡
国
道
事
務

所
（
中
沢
４
）
ま
た
は
市
役
所
３
階

道
路
管
理
課
に
あ
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
〒
９
４
０
｜
８
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車を運転する時は、アイ
ドリングストップを！
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